
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
一
号

石
綿
障
害
予
防
規
則

労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
及
び
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
石
綿
障
害
予
防
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め

る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条
・
第
二
条
）

第
二
章
　
石
綿
等
を
取
り
扱
う
業
務
等
に
係
る
措
置

第
一
節
　
解
体
等
の
業
務
に
係
る
措
置
（
第
三
条―

第
九
条
）

第
二
節
　
労
働
者
が
石
綿
等
の
粉
じ
ん
に
ば
く
露
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
建
築
物
等
に
お
け
る
業
務
に
係
る
措
置
（
第
十
条
）

第
三
節
　
石
綿
等
を
取
り
扱
う
業
務
に
係
る
そ
の
他
の
措
置
（
第
十
一
条―

第
十
五
条
）

第
三
章
　
設
備
の
性
能
等
（
第
十
六
条―

第
十
八
条
）

第
四
章
　
管
理
（
第
十
九
条―
第
三
十
五
条
の
二
）

第
五
章
　
測
定
（
第
三
十
六
条―
第
三
十
九
条
）

第
六
章
　
健
康
診
断
（
第
四
十
条―
第
四
十
三
条
）

第
七
章
　
保
護
具
（
第
四
十
四
条―

第
四
十
六
条
）

第
八
章
　
製
造
等
（
第
四
十
六
条
の
二―

第
四
十
八
条
の
四
）

第
八
章
の
二
　
石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習
（
第
四
十
八
条
の
五
）

第
九
章
　
報
告
（
第
四
十
九
条
・
第
五
十
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
事
業
者
の
責
務
）

第
一
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
に
よ
る
労
働
者
の
肺
が
ん
、
中
皮
腫
そ
の
他
の
健
康
障
害
を
予
防
す
る
た
め
、
作
業
方
法
の
確
立
、
関
係
施
設
の
改
善
、
作
業
環
境
の
整
備
、
健
康
管
理
の
徹
底
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
も
っ
て
、

労
働
者
の
危
険
の
防
止
の
趣
旨
に
反
し
な
い
限
り
で
、
石
綿
に
ば
く
露
さ
れ
る
労
働
者
の
人
数
並
び
に
労
働
者
が
ば
く
露
さ
れ
る
期
間
及
び
程
度
を
最
小
限
度
に
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
石
綿
を
含
有
す
る
製
品
の
使
用
状
況
等
を
把
握
し
、
当
該
製
品
を
計
画
的
に
石
綿
を
含
有
し
な
い
製
品
に
代
替
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
義
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
石
綿
等
」
と
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
石
綿
等
を
い
う
。

２
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
は
、
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
を
い
う
。

３
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
切
断
等
」
と
は
、
切
断
、
破
砕
、

せ
ん穿

孔
、
研
磨
等
を
い
う
。

４
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
石
綿
分
析
用
試
料
等
」
と
は
、
令
第
六
条
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
い
う
。

第
二
章
　
石
綿
等
を
取
り
扱
う
業
務
等
に
係
る
措
置

第
一
節
　
解
体
等
の
業
務
に
係
る
措
置

（
事
前
調
査
及
び
分
析
調
査
）

第
三
条
　
事
業
者
は
、
建
築
物
、
工
作
物
又
は
船
舶
（
鋼
製
の
船
舶
に
限
る
。
以
下
同
じ
。
）
の
解
体
又
は
改
修
（
封
じ
込
め
又
は
囲
い
込
み
を
含
む
。
）
の
作
業
（
以
下
「
解
体
等
の
作
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
き
は
、
石
綿
に
よ
る

労
働
者
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
建
築
物
、
工
作
物
又
は
船
舶
（
そ
れ
ぞ
れ
解
体
等
の
作
業
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
「
解
体
等
対
象
建
築
物
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
石
綿
等
の
使
用
の
有
無
を

調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
調
査
（
以
下
「
事
前
調
査
」
と
い
う
。
）
は
、
解
体
等
対
象
建
築
物
等
の
全
て
の
材
料
に
つ
い
て
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
設
計
図
書
等
の
文
書
（
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
確
認
す
る
方
法
。
た
だ
し
、
設
計
図
書
等
の
文
書
が
存
在
し
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二
　
目
視
に
よ
り
確
認
す
る
方
法
。
た
だ
し
、
解
体
等
対
象
建
築
物
等
の
構
造
上
目
視
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
困
難
な
材
料
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
解
体
等
対
象
建
築
物
等
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
事
前
調
査
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
既
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
調
査
に
相
当
す
る
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
解
体
等
対
象
建
築
物
等
　
当
該
解
体
等
対
象
建
築
物
等
に
係
る
当
該
相
当
す
る
調
査
の
結
果
の
記
録
を
確
認
す
る
方
法

二
　
船
舶
の
再
資
源
化
解
体
の
適
正
な
実
施
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
四
条
第
一
項
の
有
害
物
質
一
覧
表
確
認
証
書
（
同
条
第
二
項
の
有
効
期
間
が
満
了
す
る
日
前
の
も
の
に
限
る
。
）
又
は
同
法
第
八
条

の
有
害
物
質
一
覧
表
確
認
証
書
に
相
当
す
る
証
書
（
同
法
附
則
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
相
当
証
書
を
含
む
。
）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
船
舶
　
当
該
船
舶
に
係
る
同
法
第
二
条
第
六
項
の
有
害
物
質
一
覧
表
を
確
認
す
る
方
法

三
　
建
築
物
若
し
く
は
工
作
物
の
新
築
工
事
若
し
く
は
船
舶
（
日
本
国
内
で
製
造
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
の
製
造
工
事
の
着
工
日
又
は
船
舶
が
輸
入
さ
れ
た
日
（
第
五
項
第
四
号
に
お
い
て
「
着
工
日
等
」
と
い
う
。
）
が
平
成
十
八

年
九
月
一
日
以
降
で
あ
る
解
体
等
対
象
建
築
物
等
（
次
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
　
当
該
着
工
日
等
を
設
計
図
書
等
の
文
書
で
確
認
す
る
方
法

四
　
平
成
十
八
年
九
月
一
日
以
降
に
新
築
工
事
が
開
始
さ
れ
た
非
鉄
金
属
製
造
業
の
用
に
供
す
る
施
設
の
設
備
（
配
管
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
平
成
十
九
年
十
月
一
日
以
降
に
そ
の
接
合
部
分
に
ガ
ス

ケ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
た
も
の
　
当
該
新
築
工
事
の
着
工
日
及
び
当
該
ガ
ス
ケ
ッ
ト
の
設
置
日
を
設
計
図
書
等
の
文
書
で
確
認
す
る
方
法

1



五
　
平
成
十
八
年
九
月
一
日
以
降
に
新
築
工
事
が
開
始
さ
れ
た
鉄
鋼
業
の
用
に
供
す
る
施
設
の
設
備
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
以
降
に
そ
の
接
合
部
分
に
ガ
ス
ケ
ッ
ト
又
は
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
が
設
置
さ
れ
た
も
の
　

当
該
新
築
工
事
の
着
工
日
及
び
当
該
ガ
ス
ケ
ッ
ト
又
は
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
の
設
置
日
を
設
計
図
書
等
の
文
書
で
確
認
す
る
方
法

六
　
平
成
十
八
年
九
月
一
日
以
降
に
製
造
工
事
が
開
始
さ
れ
た
潜
水
艦
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
以
降
に
ガ
ス
ケ
ッ
ト
又
は
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
が
設
置
さ
れ
た
も
の
　
当
該
製
造
工
事
の
着
工
日
及
び
当
該
ガ
ス
ケ
ッ

ト
又
は
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
の
設
置
日
を
設
計
図
書
等
の
文
書
で
確
認
す
る
方
法

七
　
平
成
十
八
年
九
月
一
日
以
降
に
新
築
工
事
が
開
始
さ
れ
た
化
学
工
業
の
用
に
供
す
る
施
設
（
次
号
に
お
い
て
「
化
学
工
業
施
設
」
と
い
う
。
）
の
設
備
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
以
降
に
そ
の
接
合
部
分
に
グ
ラ
ン
ド

パ
ッ
キ
ン
が
設
置
さ
れ
た
も
の
　
当
該
新
築
工
事
の
着
工
日
及
び
当
該
グ
ラ
ン
ド
パ
ッ
キ
ン
の
設
置
日
を
設
計
図
書
等
の
文
書
で
確
認
す
る
方
法

八
　
平
成
十
八
年
九
月
一
日
以
降
に
新
築
工
事
が
開
始
さ
れ
た
化
学
工
業
施
設
の
設
備
で
あ
っ
て
、
平
成
二
十
四
年
三
月
一
日
以
降
に
そ
の
接
合
部
分
に
ガ
ス
ケ
ッ
ト
が
設
置
さ
れ
た
も
の
　
当
該
新
築
工
事
の
着
工
日
及
び
当
該
ガ

ス
ケ
ッ
ト
の
設
置
日
を
設
計
図
書
等
の
文
書
で
確
認
す
る
方
法

４
　
事
業
者
は
、
事
前
調
査
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
解
体
等
対
象
建
築
物
等
に
つ
い
て
石
綿
等
の
使
用
の
有
無
が
明
ら
か
と
な
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
石
綿
等
の
使
用
の
有
無
に
つ
い
て
、
分
析
に
よ
る
調
査
（
以
下
「
分

析
調
査
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
業
者
が
、
当
該
解
体
等
対
象
建
築
物
等
に
つ
い
て
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
し
て
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び
こ
れ
に
基
づ

く
命
令
に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

５
　
事
業
者
は
、
事
前
調
査
又
は
分
析
調
査
（
以
下
「
事
前
調
査
等
」
と
い
う
。
）
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
事
前
調
査
等
の
結
果
に
基
づ
き
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
第
三
項
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
号
か

ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
に
限
る
。
）
の
記
録
を
作
成
し
、
こ
れ
を
事
前
調
査
を
終
了
し
た
日
（
分
析
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
解
体
等
の
作
業
に
係
る
全
て
の
事
前
調
査
を
終
了
し
た
日
又
は
分
析
調
査
を
終
了
し
た

日
の
う
ち
い
ず
れ
か
遅
い
日
）
（
第
三
号
及
び
次
項
第
一
号
に
お
い
て
「
調
査
終
了
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
三
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
事
業
者
の
名
称
、
住
所
及
び
電
話
番
号

二
　
解
体
等
の
作
業
を
行
う
作
業
場
所
の
住
所
並
び
に
工
事
の
名
称
及
び
概
要

三
　
調
査
終
了
日

四
　
着
工
日
等
（
第
三
項
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
事
前
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
設
計
図
書
等
の
文
書
で
確
認
し
た
着
工
日
及
び
設
置
日
）

五
　
事
前
調
査
を
行
っ
た
建
築
物
、
工
作
物
又
は
船
舶
の
構
造

六
　
事
前
調
査
を
行
っ
た
部
分
（
分
析
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
分
析
の
た
め
の
試
料
を
採
取
し
た
場
所
を
含
む
。
）

七
　
事
前
調
査
の
方
法
（
分
析
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
分
析
調
査
の
方
法
を
含
む
。
）

八
　
第
六
号
の
部
分
に
お
け
る
材
料
ご
と
の
石
綿
等
の
使
用
の
有
無
（
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
し
た
場
合
は
、
そ
の
旨
を
含
む
。
）
及
び
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
た

材
料
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
判
断
の
根
拠

九
　
第
二
項
第
二
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
材
料
の
有
無
及
び
場
所

６
　
事
業
者
は
、
解
体
等
の
作
業
を
行
う
作
業
場
に
は
、
次
の
事
項
を
、
見
や
す
い
箇
所
に
掲
示
す
る
と
と
も
に
、
次
条
第
一
項
の
作
業
を
行
う
作
業
場
に
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
の
写
し
を
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
調
査
終
了
日

二
　
前
項
第
六
号
及
び
第
八
号
に
規
定
す
る
事
項
の
概
要

７
　
第
二
項
第
二
号
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
材
料
に
つ
い
て
は
、
目
視
に
よ
り
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
、
事
前
調
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
作
業
計
画
）

第
四
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
解
体
等
対
象
建
築
物
等
（
前
条
第
四
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
の
解
体
等
の
作
業
（
以
下
「
石
綿
使
用
建
築
物

等
解
体
等
作
業
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
き
は
、
石
綿
に
よ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
を
防
止
す
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
、
作
業
計
画
を
定
め
、
か
つ
、
当
該
作
業
計
画
に
よ
り
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

２
　
前
項
の
作
業
計
画
は
、
次
の
事
項
が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
の
方
法
及
び
順
序

二
　
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
を
防
止
し
、
又
は
抑
制
す
る
方
法

三
　
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
を
行
う
労
働
者
へ
の
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
ば
く
露
を
防
止
す
る
方
法

３
　
事
業
者
は
、
第
一
項
の
作
業
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
前
項
各
号
の
事
項
に
つ
い
て
関
係
労
働
者
に
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
前
調
査
の
結
果
等
の
報
告
）

第
四
条
の
二
　
事
業
者
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
工
事
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
電
子
情
報
処
理
組
織
（
厚
生
労
働
省
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
、
こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
う
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計

算
機
と
を
電
気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
）
を
使
用
し
て
、
次
項
に
掲
げ
る
事
項
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
建
築
物
の
解
体
工
事
（
当
該
工
事
に
係
る
部
分
の
床
面
積
の
合
計
が
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

二
　
建
築
物
の
改
修
工
事
（
当
該
工
事
の
請
負
代
金
の
額
が
百
万
円
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

三
　
工
作
物
（
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
が
高
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。
）
の
解
体
工
事
又
は
改
修
工
事
（
当
該
工
事
の
請
負
代
金
の
額
が
百
万
円
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

四
　
船
舶
（
総
ト
ン
数
二
十
ト
ン
以
上
の
船
舶
に
限
る
。
）
の
解
体
工
事
又
は
改
修
工
事

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
第
三
条
第
三
項
第
三
号
か
ら
第
八
号
ま
で
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
と
す
る
。

一
　
第
三
条
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
及
び
労
働
保
険
番
号

二
　
解
体
工
事
又
は
改
修
工
事
の
実
施
期
間
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三
　
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
工
事
に
あ
っ
て
は
、
当
該
工
事
の
対
象
と
な
る
建
築
物
（
当
該
工
事
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
の
床
面
積
の
合
計

四
　
前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
工
事
に
あ
っ
て
は
、
当
該
工
事
に
係
る
請
負
代
金
の
額

五
　
第
三
条
第
五
項
第
五
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
の
概
要

六
　
前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
作
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
作
業
に
係
る
石
綿
作
業
主
任
者
の
氏
名

七
　
材
料
ご
と
の
切
断
等
の
作
業
（
石
綿
を
含
有
す
る
材
料
に
係
る
作
業
に
限
る
。
）
の
有
無
並
び
に
当
該
作
業
に
お
け
る
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
を
防
止
し
、
又
は
抑
制
す
る
方
法
及
び
当
該
作
業
を
行
う
労
働
者
へ
の
石
綿
等
の

粉
じ
ん
の
ば
く
露
を
防
止
す
る
方
法

３
　
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
報
告
書
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
す
る
こ
と
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
工
事
を
同
一
の
事
業
者
が
二
以
上
の
契
約
に
分
割
し
て
請
け
負
う
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
一
の
契
約
で
請
け
負
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

５
　
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
工
事
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
て
い
る
事
業
者
（
当
該
仕
事
の
一
部
を
請
け
負
わ
せ
る
契
約
が
二
以
上
あ
る
た
め
、
そ
の
者
が
二
以
上
あ
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
請
負
契
約
の
う
ち
の
最
も

先
次
の
請
負
契
約
に
お
け
る
注
文
者
と
す
る
。
）
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
仕
事
の
作
業
の
全
部
に
つ
い
て
、
当
該
事
業
者
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
作
業
の
届
出
）

第
五
条
　
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
様
式
第
一
号
の
二
に
よ
る
届
書
に
当
該
作
業
に
係
る
解
体
等
対
象
建
築
物
等
の
概
要
を
示
す
図
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
　
解
体
等
対
象
建
築
物
等
に
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
る
石
綿
等
（
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
仕
上
げ
用
塗
り
材
（
第
六
条
の
三
に
お
い
て
「
石
綿
含
有
仕
上
げ
塗
材
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
除
去
、
封
じ
込
め
又
は
囲
い
込
み

の
作
業

二
　
解
体
等
対
象
建
築
物
等
に
張
り
付
け
ら
れ
て
い
る
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
（
耐
火
性
能
を
有
す
る
被
覆
材
を
い
う
。
）
等
（
以
下
「
石
綿
含
有
保
温
材
等
」
と
い
う
。
）
の
除
去
、
封
じ
込
め
又
は
囲

い
込
み
の
作
業
（
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
著
し
く
発
散
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
に
限
る
。
）

２
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
八
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
適
用
し
な
い
。

（
吹
き
付
け
ら
れ
た
石
綿
等
及
び
石
綿
含
有
保
温
材
等
の
除
去
等
に
係
る
措
置
）

第
六
条
　
事
業
者
は
、
次
の
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
適
切
な
石
綿
等
の
除
去
等
に
係
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
措
置
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

一
　
前
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
（
囲
い
込
み
の
作
業
に
あ
っ
て
は
、
石
綿
等
の
切
断
等
の
作
業
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）

二
　
前
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
作
業
（
石
綿
含
有
保
温
材
等
の
切
断
等
の
作
業
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）

２
　
前
項
本
文
の
適
切
な
石
綿
等
の
除
去
等
に
係
る
措
置
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
　
前
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
作
業
場
所
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
石
綿
等
の
除
去
等
を
行
う
作
業
場
所
」
と
い
う
。
）
を
、
そ
れ
以
外
の
作
業
を
行
う
作
業
場
所
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
。

二
　
石
綿
等
の
除
去
等
を
行
う
作
業
場
所
に
ろ
過
集
じ
ん
方
式
の
集
じ
ん
・
排
気
装
置
を
設
け
、
排
気
を
行
う
こ
と
。

三
　
石
綿
等
の
除
去
等
を
行
う
作
業
場
所
の
出
入
口
に
前
室
、
洗
身
室
及
び
更
衣
室
を
設
置
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
室
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
石
綿
等
の
除
去
等
を
行
う
作
業
場
所
か
ら
労
働
者
が
退
出
す
る
と
き
に
、
前
室
、
洗

身
室
及
び
更
衣
室
を
こ
れ
ら
の
順
に
通
過
す
る
よ
う
に
互
い
に
連
接
さ
せ
る
こ
と
。

四
　
石
綿
等
の
除
去
等
を
行
う
作
業
場
所
及
び
前
号
の
前
室
を
負
圧
に
保
つ
こ
と
。

五
　
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
を
行
っ
た
作
業
場
所
に
お
い
て
初
め
て
前
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
場
合
に
は
、
当
該
作
業
を
開
始
し
た
後
速
や
か
に
、
第
二
号
の
ろ
過
集
じ
ん
方
式
の
集
じ
ん
・
排
気
装
置
の
排
気
口
か
ら

の
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
漏
え
い
の
有
無
を
点
検
す
る
こ
と
。

六
　
第
二
号
の
ろ
過
集
じ
ん
方
式
の
集
じ
ん
・
排
気
装
置
の
設
置
場
所
を
変
更
し
た
と
き
そ
の
他
当
該
集
じ
ん
・
排
気
装
置
に
変
更
を
加
え
た
と
き
は
、
当
該
集
じ
ん
・
排
気
装
置
の
排
気
口
か
ら
の
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
漏
え
い
の

有
無
を
点
検
す
る
こ
と
。

七
　
そ
の
日
の
作
業
を
開
始
す
る
前
及
び
作
業
を
中
断
し
た
と
き
は
、
第
三
号
の
前
室
が
負
圧
に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
点
検
す
る
こ
と
。

八
　
前
三
号
の
点
検
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
を
中
止
し
、
ろ
過
集
じ
ん
方
式
の
集
じ
ん
・
排
気
装
置
の
補
修
又
は
増
設
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

３
　
事
業
者
は
、
前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
を
行
っ
た
と
き
は
、
隔
離
を
行
っ
た
作
業
場
所
内
の
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
処
理
す
る
と
と
も
に
、
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
（
石
綿
等
の
除
去
の
作
業
に
限
る
。
）
又
は
同
項
第

二
号
に
掲
げ
る
作
業
（
石
綿
含
有
保
温
材
等
の
除
去
の
作
業
に
限
る
。
）
を
行
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
吹
き
付
け
ら
れ
た
石
綿
等
又
は
張
り
付
け
ら
れ
た
石
綿
含
有
保
温
材
等
を
除
去
し
た
部
分
を
湿
潤
化
す
る
と
と
も
に
、
石
綿
等

に
関
す
る
知
識
を
有
す
る
者
が
当
該
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
保
温
材
等
の
除
去
が
完
了
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
隔
離
を
解
い
て
は
な
ら
な
い
。

（
石
綿
含
有
成
形
品
の
除
去
に
係
る
措
置
）

第
六
条
の
二
　
事
業
者
は
、
成
形
さ
れ
た
材
料
で
あ
っ
て
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
（
石
綿
含
有
保
温
材
等
を
除
く
。
第
三
項
に
お
い
て
「
石
綿
含
有
成
形
品
」
と
い
う
。
）
を
建
築
物
、
工
作
物
又
は
船
舶
か
ら
除
去
す
る
作
業

に
お
い
て
は
、
切
断
等
以
外
の
方
法
に
よ
り
当
該
作
業
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
切
断
等
以
外
の
方
法
に
よ
り
当
該
作
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
技
術
上
困
難
な
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
切
断
等
以
外
の
方
法
に
よ
り
当
該
作
業
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
項
た
だ
し

書
の
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
第
一
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
、
石
綿
含
有
成
形
品
の
う
ち
特
に
石
綿
等
の
粉
じ
ん
が
発
散
し
や
す
い
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
切
断
等
の
方
法
に
よ
り
除
去
す
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、

次
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
措
置
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
措
置
に
限
る
。
）
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
第
一
号
及
び
第
二
号
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

一
　
当
該
作
業
を
行
う
作
業
場
所
を
、
当
該
作
業
以
外
の
作
業
を
行
う
作
業
場
所
か
ら
ビ
ニ
ル
シ
ー
ト
等
で
隔
離
す
る
こ
と
。
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二
　
当
該
作
業
中
は
、
当
該
石
綿
含
有
成
形
品
を
常
時
湿
潤
な
状
態
に
保
つ
こ
と
。

三
　
当
該
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
前
二
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
る
こ
と
。

（
石
綿
含
有
仕
上
げ
塗
材
の
電
動
工
具
に
よ
る
除
去
に
係
る
措
置
）

第
六
条
の
三
　
前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
事
業
者
が
建
築
物
、
工
作
物
又
は
船
舶
の
壁
、
柱
、
天
井
等
に
用
い
ら
れ
た
石
綿
含
有
仕
上
げ
塗
材
を
電
動
工
具
を
使
用
し
て
除
去
す
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
及
び
当
該
作
業

の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
石
綿
等
の
切
断
等
の
作
業
を
伴
わ
な
い
作
業
に
係
る
措
置
）

第
七
条
　
事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該
作
業
場
所
に
当
該
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
以
外
の
者
（
第
十
四
条
に
規
定
す
る
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
者
を
除
く
。
）
が
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
し
、

か
つ
、
そ
の
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
（
石
綿
等
の
切
断
等
の
作
業
を
伴
う
も
の
を
除
き
、
囲
い
込
み
の
作
業
に
限
る
。
）

二
　
第
五
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
作
業
（
石
綿
含
有
保
温
材
等
の
切
断
等
の
作
業
を
伴
う
も
の
を
除
き
、
除
去
又
は
囲
い
込
み
の
作
業
に
限
る
。
）

２
　
特
定
元
方
事
業
者
（
法
第
十
五
条
第
一
項
の
特
定
元
方
事
業
者
を
い
う
。
）
は
、
そ
の
労
働
者
及
び
関
係
請
負
人
（
法
第
十
五
条
第
一
項
の
関
係
請
負
人
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
労
働
者
の
作
業
が
、
前
項
各

号
に
掲
げ
る
作
業
と
同
一
の
場
所
で
行
わ
れ
る
と
き
は
、
当
該
作
業
の
開
始
前
ま
で
に
、
関
係
請
負
人
に
当
該
作
業
の
実
施
に
つ
い
て
通
知
す
る
と
と
も
に
、
作
業
の
時
間
帯
の
調
整
等
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
発
注
者
の
責
務
等
）

第
八
条
　
解
体
等
の
作
業
を
行
う
仕
事
の
発
注
者
（
注
文
者
の
う
ち
、
そ
の
仕
事
を
他
の
者
か
ら
請
け
負
わ
な
い
で
注
文
し
て
い
る
者
を
い
う
。
次
項
及
び
第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
当
該
仕
事
の
請
負
人
に
対

し
、
当
該
仕
事
に
係
る
解
体
等
対
象
建
築
物
等
に
お
け
る
石
綿
等
の
使
用
状
況
等
を
通
知
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
解
体
等
の
作
業
を
行
う
仕
事
の
発
注
者
は
、
当
該
仕
事
の
請
負
人
に
よ
る
事
前
調
査
等
及
び
第
三
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
記
録
の
作
成
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
建
築
物
の
解
体
等
の
作
業
等
の
条
件
）

第
九
条
　
解
体
等
の
作
業
を
行
う
仕
事
の
注
文
者
は
、
事
前
調
査
等
、
当
該
事
前
調
査
等
の
結
果
を
踏
ま
え
た
当
該
作
業
等
の
方
法
、
費
用
又
は
工
期
等
に
つ
い
て
、
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令
の
規
定
の
遵
守
を
妨
げ
る
お
そ
れ
の

あ
る
条
件
を
付
さ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節
　
労
働
者
が
石
綿
等
の
粉
じ
ん
に
ば
く
露
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
建
築
物
等
に
お
け
る
業
務
に
係
る
措
置

第
十
条
　
事
業
者
は
、
そ
の
労
働
者
を
就
業
さ
せ
る
建
築
物
若
し
く
は
船
舶
又
は
当
該
建
築
物
若
し
く
は
船
舶
に
設
置
さ
れ
た
工
作
物
（
次
項
及
び
第
五
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
吹
き
付
け
ら
れ
た
石
綿
等
又
は
張
り
付
け
ら

れ
た
石
綿
含
有
保
温
材
等
が
損
傷
、
劣
化
等
に
よ
り
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
発
散
さ
せ
、
及
び
労
働
者
が
そ
の
粉
じ
ん
に
ば
く
露
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
吹
き
付
け
ら
れ
た
石
綿
等
又
は
石
綿
含
有
保
温
材
等
の
除
去
、
封

じ
込
め
、
囲
い
込
み
等
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
そ
の
労
働
者
を
臨
時
に
就
業
さ
せ
る
建
築
物
若
し
く
は
船
舶
又
は
当
該
建
築
物
若
し
く
は
船
舶
に
設
置
さ
れ
た
工
作
物
（
第
五
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
吹
き
付
け
ら
れ
た
石
綿
等
又
は
張
り
付
け
ら
れ
た
石

綿
含
有
保
温
材
等
が
損
傷
、
劣
化
等
に
よ
り
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
発
散
さ
せ
、
及
び
労
働
者
が
そ
の
粉
じ
ん
に
ば
く
露
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
労
働
者
に
呼
吸
用
保
護
具
及
び
作
業
衣
又
は
保
護
衣
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
前
項
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
お
け
る
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
請
負
人
が
当
該
場
所
で
臨
時
に
就
業
す
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
呼
吸
用
保
護
具
及
び
作
業
衣
又

は
保
護
衣
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
労
働
者
は
、
事
業
者
か
ら
第
二
項
の
保
護
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
法
第
三
十
四
条
の
建
築
物
貸
与
者
は
、
当
該
建
築
物
の
貸
与
を
受
け
た
二
以
上
の
事
業
者
が
共
用
す
る
廊
下
の
壁
等
に
吹
き
付
け
ら
れ
た
石
綿
等
又
は
張
り
付
け
ら
れ
た
石
綿
含
有
保
温
材
等
が
損
傷
、
劣
化
等
に
よ
り
石
綿
等
の

粉
じ
ん
を
発
散
さ
せ
、
及
び
労
働
者
が
そ
の
粉
じ
ん
に
ば
く
露
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
に
規
定
す
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
節
　
石
綿
等
を
取
り
扱
う
業
務
に
係
る
そ
の
他
の
措
置

第
十
一
条
　
削
除

（
作
業
に
係
る
設
備
等
）

第
十
二
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
の
粉
じ
ん
が
発
散
す
る
屋
内
作
業
場
に
つ
い
て
は
、
当
該
粉
じ
ん
の
発
散
源
を
密
閉
す
る
設
備
、
局
所
排
気
装
置
又
は
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
粉

じ
ん
の
発
散
源
を
密
閉
す
る
設
備
、
局
所
排
気
装
置
若
し
く
は
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
の
設
置
が
著
し
く
困
難
な
と
き
、
又
は
臨
時
の
作
業
を
行
う
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
源
を
密
閉
す
る
設
備
、
局
所
排
気
装
置
又
は
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
を
設
け
な
い
場
合
に
は
、
全
体
換
気
装
置
を
設
け
、
又
は
当
該
石
綿
等
を
湿
潤
な

状
態
に
す
る
等
労
働
者
の
健
康
障
害
を
予
防
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
石
綿
等
の
切
断
等
の
作
業
等
に
係
る
措
置
）

第
十
三
条
　
事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
石
綿
等
を
湿
潤
な
状
態
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
石
綿
等
を
湿
潤
な
状
態
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
著
し
く
困

難
な
と
き
は
、
除
じ
ん
性
能
を
有
す
る
電
動
工
具
の
使
用
そ
の
他
の
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
石
綿
等
の
切
断
等
の
作
業
（
第
六
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
作
業
を
除
く
。
）

二
　
石
綿
等
を
塗
布
し
、
注
入
し
、
又
は
張
り
付
け
た
物
の
解
体
等
の
作
業
（
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
を
含
み
、
第
六
条
の
三
に
規
定
す
る
作
業
を
除
く
。
）

三
　
粉
状
の
石
綿
等
を
容
器
に
入
れ
、
又
は
容
器
か
ら
取
り
出
す
作
業

四
　
粉
状
の
石
綿
等
を
混
合
す
る
作
業

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
作
業
、
第
六
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
作
業
又
は
第
六
条
の
三
に
規
定
す
る
作
業
（
以
下
「
石
綿
等
の
切
断
等
の
作
業
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
発
散
し
た
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
掃
除
の
作
業

２
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
の
切
断
等
の
作
業
等
を
行
う
場
所
に
、
石
綿
等
の
切
り
く
ず
等
を
入
れ
る
た
め
の
ふ
た
の
あ
る
容
器
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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３
　
事
業
者
は
、
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
石
綿
等
を
湿
潤
な
状
態
の
も
の
と
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、

同
項
た
だ
し
書
の
場
合
は
、
除
じ
ん
性
能
を
有
す
る
電
動
工
具
の
使
用
そ
の
他
の
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
を
防
止
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
四
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
の
切
断
等
の
作
業
等
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該
労
働
者
に
呼
吸
用
保
護
具
（
第
六
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
隔
離
を
行
っ
た
作
業
場
所
に
お
け
る
同
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ

る
作
業
（
除
去
の
作
業
に
限
る
。
次
項
及
び
第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
「
吹
付
石
綿
等
除
去
作
業
」
と
い
う
。
）
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有

す
る
空
気
呼
吸
器
、
酸
素
呼
吸
器
若
し
く
は
送
気
マ
ス
ク
（
次
項
及
び
第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
「
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
等
」
と
い
う
。
）
に
限
る
。
）
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
の
切
断
等
の
作
業
等
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
呼
吸
用
保
護
具
（
吹
付
石
綿
等
除
去
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸

用
保
護
具
等
に
限
る
。
）
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
の
切
断
等
の
作
業
等
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該
労
働
者
に
作
業
衣
を
使
用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
労
働
者
に
保
護
衣
を
使
用
さ
せ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
の
切
断
等
の
作
業
等
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
作
業
衣
又
は
保
護
衣
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
　
労
働
者
は
、
事
業
者
か
ら
第
一
項
及
び
第
三
項
の
保
護
具
等
の
使
用
を
命
じ
ら
れ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
禁
止
措
置
）

第
十
五
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
を
取
り
扱
い
（
試
験
研
究
の
た
め
使
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
、
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
作
業
場
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
作
業
場
に
は
、
当
該
作
業
場
に
お

い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
作
業
場
が

立
入
禁
止
で
あ
る
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章
　
設
備
の
性
能
等

（
局
所
排
気
装
置
等
の
要
件
）

第
十
六
条
　
事
業
者
は
、
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
局
所
排
気
装
置
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
フ
ー
ド
は
、
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
源
ご
と
に
設
け
ら
れ
、
か
つ
、
外
付
け
式
又
は
レ
シ
ー
バ
ー
式
の
フ
ー
ド
に
あ
っ
て
は
、
当
該
発
散
源
に
で
き
る
だ
け
近
い
位
置
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

二
　
ダ
ク
ト
は
、
長
さ
が
で
き
る
だ
け
短
く
、
ベ
ン
ド
の
数
が
で
き
る
だ
け
少
な
く
、
か
つ
、
適
当
な
箇
所
に
掃
除
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
等
掃
除
し
や
す
い
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

三
　
排
気
口
は
、
屋
外
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
石
綿
の
分
析
の
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、
排
気
口
か
ら
の
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
排
出
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

四
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
性
能
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２
　
事
業
者
は
、
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
に
つ
い
て
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
適
合
す
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
ダ
ク
ト
は
、
長
さ
が
で
き
る
だ
け
短
く
、
ベ
ン
ド
の
数
が
で
き
る
だ
け
少
な
く
、
か
つ
、
適
当
な
箇
所
に
掃
除
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
等
掃
除
し
や
す
い
構
造
の
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二
　
排
気
口
は
、
屋
外
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
石
綿
の
分
析
の
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
場
合
に
お
い
て
、
排
気
口
か
ら
の
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
排
出
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。

三
　
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
具
備
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
局
所
排
気
装
置
等
の
稼
働
）

第
十
七
条
　
事
業
者
は
、
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
局
所
排
気
装
置
又
は
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
が
石
綿
等
に
係
る
作
業
に
従
事
す
る
間
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
す
よ
う

に
稼
働
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
が
当
該
作
業
に
従
事
す
る
間
（
労
働
者
が
当
該
作
業
に
従
事
す
る
と
き
を
除
く
。
）
、
同
項
の
局
所
排
気
装
置
又
は
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装

置
を
同
項
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
す
よ
う
に
稼
働
さ
せ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
前
二
項
の
局
所
排
気
装
置
又
は
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
の
稼
働
時
に
お
い
て
は
、
バ
ッ
フ
ル
を
設
け
て
換
気
を
妨
害
す
る
気
流
を
排
除
す
る
等
当
該
装
置
を
有
効
に
稼
働
さ
せ
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
除
じ
ん
）

第
十
八
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
含
有
す
る
気
体
を
排
出
す
る
製
造
設
備
の
排
気
筒
又
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る
局
所
排
気
装
置
若
し
く
は
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
に
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ

る
粉
じ
ん
の
粒
径
に
応
じ
、
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
除
じ
ん
方
式
に
よ
る
除
じ
ん
装
置
又
は
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
性
能
を
有
す
る
除
じ
ん
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

粉
じ
ん
の
粒
径

（
単
位
　
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
）

除
じ
ん
方
式

五
未
満

ろ
過
除
じ
ん
方
式

電
気
除
じ
ん
方
式

五
以
上
二
十
未
満

ス
ク
ラ
バ
に
よ
る
除
じ
ん
方
式

ろ
過
除
じ
ん
方
式

電
気
除
じ
ん
方
式

二
十
以
上

マ
ル
チ
サ
イ
ク
ロ
ン
（
処
理
風
量
が
毎
分
二
十
立
方
メ
ー
ト
ル
以
内
ご
と
に
一
つ
の
サ
イ
ク
ロ
ン
を
設
け
た
も
の
を
い
う
。
）
に
よ
る
除
じ
ん
方
式

ス
ク
ラ
バ
に
よ
る
除
じ
ん
方
式
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ろ
過
除
じ
ん
方
式

電
気
除
じ
ん
方
式

備
考
　
こ
の
表
に
お
け
る
粉
じ
ん
の
粒
径
は
、
重
量
法
で
測
定
し
た
粒
径
分
布
に
お
い
て
最
大
頻
度
を
示
す
粒
径
を
い
う
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
除
じ
ん
装
置
に
は
、
必
要
に
応
じ
、
粒
径
の
大
き
い
粉
じ
ん
を
除
去
す
る
た
め
の
前
置
き
除
じ
ん
装
置
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
前
二
項
の
除
じ
ん
装
置
を
有
効
に
稼
働
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
章
　
管
理

（
石
綿
作
業
主
任
者
の
選
任
）

第
十
九
条
　
事
業
者
は
、
令
第
六
条
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
作
業
に
つ
い
て
は
、
石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者
の
う
ち
か
ら
、
石
綿
作
業
主
任
者
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
石
綿
作
業
主
任
者
の
職
務
）

第
二
十
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
作
業
主
任
者
に
次
の
事
項
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
が
石
綿
等
の
粉
じ
ん
に
よ
り
汚
染
さ
れ
、
又
は
こ
れ
ら
を
吸
入
し
な
い
よ
う
に
、
作
業
の
方
法
を
決
定
し
、
労
働
者
を
指
揮
す
る
こ
と
。

二
　
局
所
排
気
装
置
、
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
、
除
じ
ん
装
置
そ
の
他
労
働
者
が
健
康
障
害
を
受
け
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
の
装
置
を
一
月
を
超
え
な
い
期
間
ご
と
に
点
検
す
る
こ
と
。

三
　
保
護
具
の
使
用
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
。

（
定
期
自
主
検
査
を
行
う
べ
き
機
械
等
）

第
二
十
一
条
　
令
第
十
五
条
第
一
項
第
九
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
局
所
排
気
装
置
、
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置
及
び
除
じ
ん
装
置
（
石
綿
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
る
局
所
排
気
装
置

二
　
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
る
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置

三
　
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
る
除
じ
ん
装
置

（
定
期
自
主
検
査
）

第
二
十
二
条
　
事
業
者
は
、
前
条
各
号
に
掲
げ
る
装
置
に
つ
い
て
は
、
一
年
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
装
置
の
種
類
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
自
主
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
一
年
を
超
え
る
期
間
使
用
し
な
い
同
条
の
装
置
の
当
該
使
用
し
な
い
期
間
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
局
所
排
気
装
置

イ
　
フ
ー
ド
、
ダ
ク
ト
及
び
フ
ァ
ン
の
摩
耗
、
腐
食
、
く
ぼ
み
、
そ
の
他
損
傷
の
有
無
及
び
そ
の
程
度

ロ
　
ダ
ク
ト
及
び
排
風
機
に
お
け
る
じ
ん
あ
い
の
た
い
積
状
態

ハ
　
ダ
ク
ト
の
接
続
部
に
お
け
る
緩
み
の
有
無

ニ
　
電
動
機
と
フ
ァ
ン
を
連
結
す
る
ベ
ル
ト
の
作
動
状
態

ホ
　
吸
気
及
び
排
気
の
能
力

ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
性
能
を
保
持
す
る
た
め
必
要
な
事
項

二
　
プ
ッ
シ
ュ
プ
ル
型
換
気
装
置

イ
　
フ
ー
ド
、
ダ
ク
ト
及
び
フ
ァ
ン
の
摩
耗
、
腐
食
、
く
ぼ
み
、
そ
の
他
損
傷
の
有
無
及
び
そ
の
程
度

ロ
　
ダ
ク
ト
及
び
排
風
機
に
お
け
る
じ
ん
あ
い
の
た
い
積
状
態

ハ
　
ダ
ク
ト
の
接
続
部
に
お
け
る
緩
み
の
有
無

ニ
　
電
動
機
と
フ
ァ
ン
を
連
結
す
る
ベ
ル
ト
の
作
動
状
態

ホ
　
送
気
、
吸
気
及
び
排
気
の
能
力

ヘ
　
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
性
能
を
保
持
す
る
た
め
必
要
な
事
項

三
　
除
じ
ん
装
置

イ
　
構
造
部
分
の
摩
耗
、
腐
食
、
破
損
の
有
無
及
び
そ
の
程
度

ロ
　
当
該
装
置
内
に
お
け
る
じ
ん
あ
い
の
た
い
積
状
態

ハ
　
ろ
過
除
じ
ん
方
式
の
除
じ
ん
装
置
に
あ
っ
て
は
、
ろ
材
の
破
損
又
は
ろ
材
取
付
部
等
の
緩
み
の
有
無

ニ
　
処
理
能
力

ホ
　
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
性
能
を
保
持
す
る
た
め
必
要
な
事
項

２
　
事
業
者
は
、
前
項
た
だ
し
書
の
装
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
使
用
を
再
び
開
始
す
る
際
に
同
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
自
主
検
査
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
自
主
検
査
の
記
録
）

第
二
十
三
条
　
事
業
者
は
、
前
条
の
自
主
検
査
を
行
っ
た
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
検
査
年
月
日

二
　
検
査
方
法

三
　
検
査
箇
所
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四
　
検
査
の
結
果

五
　
検
査
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

六
　
検
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

（
点
検
）

第
二
十
四
条
　
事
業
者
は
、
第
二
十
一
条
各
号
に
掲
げ
る
装
置
を
初
め
て
使
用
す
る
と
き
、
又
は
分
解
し
て
改
造
若
し
く
は
修
理
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
装
置
の
種
類
に
応
じ
第
二
十
二
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
、

点
検
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
点
検
の
記
録
）

第
二
十
五
条
　
事
業
者
は
、
前
条
の
点
検
を
行
っ
た
と
き
は
、
次
の
事
項
を
記
録
し
、
こ
れ
を
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
点
検
年
月
日

二
　
点
検
方
法

三
　
点
検
箇
所

四
　
点
検
の
結
果

五
　
点
検
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

六
　
点
検
の
結
果
に
基
づ
い
て
補
修
等
の
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容

（
補
修
等
）

第
二
十
六
条
　
事
業
者
は
、
第
二
十
二
条
の
自
主
検
査
又
は
第
二
十
四
条
の
点
検
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
異
常
を
認
め
た
と
き
は
、
直
ち
に
補
修
そ
の
他
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
特
別
の
教
育
）

第
二
十
七
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
に
係
る
業
務
に
労
働
者
を
就
か
せ
る
と
き
は
、
当
該
労
働
者
に
対
し
、
次
の
科
目
に
つ
い
て
、
当
該
業
務
に
関
す
る
衛
生
の
た
め
の
特
別
の
教
育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

一
　
石
綿
の
有
害
性

二
　
石
綿
等
の
使
用
状
況

三
　
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
を
抑
制
す
る
た
め
の
措
置

四
　
保
護
具
の
使
用
方
法

五
　
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
ば
く
露
の
防
止
に
関
し
必
要
な
事
項

２
　
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
二
号
。
以
下
「
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
及
び
第
三
十
八
条
並
び
に
前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
同
項
の
特
別
の
教
育
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

（
休
憩
室
）

第
二
十
八
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
を
常
時
取
り
扱
い
、
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
作
業
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
当
該
作
業
を
行
う
作
業
場
以
外
の
場
所
に
休
憩

室
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
休
憩
室
に
つ
い
て
は
、
次
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
入
口
に
は
、
水
を
流
し
、
又
は
十
分
湿
ら
せ
た
マ
ッ
ト
を
置
く
等
労
働
者
の
足
部
に
付
着
し
た
物
を
除
去
す
る
た
め
の
設
備
を
設
け
る
こ
と
。

二
　
入
口
に
は
、
衣
服
用
ブ
ラ
シ
を
備
え
る
こ
と
。

３
　
第
一
項
の
作
業
に
従
事
し
た
者
は
、
同
項
の
休
憩
室
に
入
る
前
に
、
作
業
衣
等
に
付
着
し
た
物
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
床
）

第
二
十
九
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
を
常
時
取
り
扱
い
、
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
作
業
場
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
作
業
場
及
び
前
条
第
一
項
の
休
憩
室
の
床
を
水
洗
等
に
よ
っ
て
容
易
に
掃
除
で
き
る
構

造
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
掃
除
の
実
施
）

第
三
十
条
　
事
業
者
は
、
前
条
の
作
業
場
及
び
休
憩
室
の
床
等
に
つ
い
て
は
、
水
洗
す
る
等
粉
じ
ん
の
飛
散
し
な
い
方
法
に
よ
っ
て
、
毎
日
一
回
以
上
、
掃
除
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
洗
浄
設
備
）

第
三
十
一
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
を
取
り
扱
い
、
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
作
業
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
洗
眼
、
洗
身
又
は
う
が
い
の
設
備
、
更
衣
設
備
及
び

洗
濯
の
た
め
の
設
備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
容
器
等
）

第
三
十
二
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
を
運
搬
し
、
又
は
貯
蔵
す
る
と
き
は
、
当
該
石
綿
等
の
粉
じ
ん
が
発
散
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
、
堅
固
な
容
器
を
使
用
し
、
又
は
確
実
な
包
装
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
容
器
又
は
包
装
の
見
や
す
い
箇
所
に
石
綿
等
が
入
っ
て
い
る
こ
と
及
び
そ
の
取
扱
い
上
の
注
意
事
項
を
表
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
の
保
管
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
場
所
を
定
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
の
運
搬
、
貯
蔵
等
の
た
め
に
使
用
し
た
容
器
又
は
包
装
に
つ
い
て
は
、
当
該
石
綿
等
の
粉
じ
ん
が
発
散
し
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
じ
、
保
管
す
る
と
き
は
、
一
定
の
場
所
を
定
め
て
集
積
し
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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（
使
用
さ
れ
た
器
具
等
の
付
着
物
の
除
去
）

第
三
十
二
条
の
二
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
を
取
り
扱
い
、
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
作
業
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
作
業
に
使
用
し
た
器
具
、
工
具
、
足
場
等
に
つ
い
て
、
付
着
し
た
物
を
除
去
し
た
後
で
な

け
れ
ば
作
業
場
外
に
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
廃
棄
の
た
め
、
容
器
等
に
梱
包
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
作
業
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
る
と
き
は
、
当
該
請
負
人
に
対
し
、
当
該
作
業
に
使
用
し
た
器
具
、
工
具
、
足
場
等
に
つ
い
て
、
廃
棄
の
た
め
、
容
器
等
に
梱
包
し
た
と
き
を
除
き
、
付
着
し
た
物
を

除
去
し
た
後
で
な
け
れ
ば
作
業
場
外
に
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
喫
煙
等
の
禁
止
）

第
三
十
三
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
を
取
り
扱
い
、
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
作
業
場
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
作
業
場
に
お
け
る
作
業
に
従
事
す
る
者
の
喫
煙
又
は
飲
食
に
つ
い
て
、
禁
止
す
る
旨
を
見
や

す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
表
示
以
外
の
方
法
に
よ
り
禁
止
し
た
と
き
は
、
当
該
作
業
場
に
お
い
て
喫
煙
又
は
飲
食
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
旨
を
当
該
作
業
場
の
見
や
す
い
箇
所
に
表
示

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
作
業
場
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
は
、
当
該
作
業
場
で
喫
煙
し
、
又
は
飲
食
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
掲
示
）

第
三
十
四
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
を
取
り
扱
い
、
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
作
業
場
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
作
業
場
に
は
、
次
の
事
項
を
、
見
や
す
い
箇
所
に
掲
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
石
綿
等
を
取
り
扱
い
、
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
作
業
場
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
作
業
場
で
あ
る
旨

二
　
石
綿
に
よ
り
生
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
疾
病
の
種
類
及
び
そ
の
症
状

三
　
石
綿
等
の
取
扱
い
上
の
注
意
事
項

四
　
当
該
作
業
場
に
お
い
て
は
保
護
具
等
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
及
び
使
用
す
べ
き
保
護
具
等

（
作
業
の
記
録
）

第
三
十
五
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
の
取
扱
い
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
の
製
造
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
の
製
造
に
伴
い
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
発
散
す
る
場
所
に
お
い
て
常
時
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
一
月
を
超
え

な
い
期
間
ご
と
に
次
の
事
項
を
記
録
し
、
こ
れ
を
当
該
労
働
者
が
当
該
事
業
場
に
お
い
て
常
時
当
該
作
業
に
従
事
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
四
十
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
労
働
者
の
氏
名

二
　
石
綿
等
を
取
り
扱
い
、
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
作
業
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
作
業
に
従
事
し
た
労
働
者
に
あ
っ
て
は
、
従
事
し
た
作
業
の
概
要
、
当
該
作
業
に
従
事
し
た
期
間
、
当
該
作
業
（
石

綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
に
限
る
。
）
に
係
る
事
前
調
査
（
分
析
調
査
を
行
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
事
前
調
査
及
び
分
析
調
査
）
の
結
果
の
概
要
並
び
に
次
条
第
一
項
の
記
録
の
概
要

三
　
石
綿
等
の
取
扱
い
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
の
製
造
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
の
製
造
に
伴
い
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
発
散
す
る
場
所
に
お
け
る
作
業
（
前
号
の
作
業
を
除
く
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い

て
「
周
辺
作
業
」
と
い
う
。
）
に
従
事
し
た
労
働
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
「
周
辺
作
業
従
事
者
」
と
い
う
。
）
に
あ
っ
て
は
、
当
該
場
所
に
お
い
て
他
の
労
働
者
が
従
事
し
た
石
綿
等
を
取
り
扱
い
、

若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
作
業
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
作
業
の
概
要
、
当
該
周
辺
作
業
従
事
者
が
周
辺
作
業
に
従
事
し
た
期
間
、
当
該
場
所
に
お
い
て
他
の
労
働
者
が
従
事
し
た
石
綿
等
を
取
り
扱
う

作
業
（
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
に
限
る
。
）
に
係
る
事
前
調
査
及
び
分
析
調
査
の
結
果
の
概
要
、
次
条
第
一
項
の
記
録
の
概
要
並
び
に
保
護
具
等
の
使
用
状
況

四
　
石
綿
等
の
粉
じ
ん
に
よ
り
著
し
く
汚
染
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
た
と
き
は
、
そ
の
概
要
及
び
事
業
者
が
講
じ
た
応
急
の
措
置
の
概
要

（
作
業
計
画
に
よ
る
作
業
の
記
録
）

第
三
十
五
条
の
二
　
事
業
者
は
、
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
に
係
る
第
四
条
第
一
項
の
作
業
計
画
に
従
っ
て
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
を
行
わ
せ
た
こ
と
に

つ
い
て
、
写
真
そ
の
他
実
施
状
況
を
確
認
で
き
る
方
法
に
よ
り
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
次
の
事
項
を
記
録
し
、
こ
れ
ら
を
当
該
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
を
終
了
し
た
日
か
ら
三
年
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
当
該
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
に
従
事
し
た
労
働
者
の
氏
名
及
び
当
該
労
働
者
ご
と
の
当
該
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
に
従
事
し
た
期
間

二
　
周
辺
作
業
従
事
者
の
氏
名
及
び
当
該
周
辺
作
業
従
事
者
ご
と
の
周
辺
作
業
に
従
事
し
た
期
間

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
記
録
を
作
成
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
記
録
の
作
成
者
又
は
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
を
行
う
仕
事
の
発
注
者
の
労
働
者
（
い
ず
れ
も
呼
吸
用
保
護
具
（
吹
付
石
綿
等
除
去
作
業
が
行

わ
れ
て
い
る
場
所
に
当
該
者
を
立
ち
入
ら
せ
る
と
き
は
、
電
動
フ
ァ
ン
付
き
呼
吸
用
保
護
具
等
に
限
る
。
）
及
び
作
業
衣
又
は
保
護
衣
を
着
用
す
る
者
に
限
る
。
）
を
第
六
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
六
条
の
二
第
三
項
第
一
号
（
第
六

条
の
三
の
規
定
に
よ
り
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
隔
離
さ
れ
た
作
業
場
所
に
立
ち
入
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
五
章
　
測
定

（
測
定
及
び
そ
の
記
録
）

第
三
十
六
条
　
事
業
者
は
、
令
第
二
十
一
条
第
七
号
の
作
業
場
（
石
綿
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
石
綿
の
空
気
中
に
お
け
る
濃
度
を
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
次
の
事
項
を
記
録
し
、
こ
れ
を
四
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
測
定
日
時

二
　
測
定
方
法

三
　
測
定
箇
所

四
　
測
定
条
件

五
　
測
定
結
果

六
　
測
定
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

七
　
測
定
結
果
に
基
づ
い
て
当
該
石
綿
に
よ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
の
予
防
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
当
該
措
置
の
概
要
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（
測
定
結
果
の
評
価
）

第
三
十
七
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
に
係
る
屋
内
作
業
場
に
つ
い
て
、
前
条
第
一
項
又
は
法
第
六
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
測
定
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
、
速
や
か
に
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
作
業
環
境
評
価
基
準
に
従

っ
て
、
作
業
環
境
の
管
理
の
状
態
に
応
じ
、
第
一
管
理
区
分
、
第
二
管
理
区
分
又
は
第
三
管
理
区
分
に
区
分
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
測
定
の
結
果
の
評
価
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
を
行
っ
た
と
き
は
、
そ
の
都
度
次
の
事
項
を
記
録
し
、
こ
れ
を
四
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
評
価
日
時

二
　
評
価
箇
所

三
　
評
価
結
果

四
　
評
価
を
実
施
し
た
者
の
氏
名

（
評
価
の
結
果
に
基
づ
く
措
置
）

第
三
十
八
条
　
事
業
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
三
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
直
ち
に
、
施
設
、
設
備
、
作
業
工
程
又
は
作
業
方
法
の
点
検
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
施
設
又
は

設
備
の
設
置
又
は
整
備
、
作
業
工
程
又
は
作
業
方
法
の
改
善
そ
の
他
作
業
環
境
を
改
善
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
、
当
該
場
所
の
管
理
区
分
が
第
一
管
理
区
分
又
は
第
二
管
理
区
分
と
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
そ
の
効
果
を
確
認
す
る
た
め
、
同
項
の
場
所
に
つ
い
て
当
該
石
綿
の
濃
度
を
測
定
し
、
及
び
そ
の
結
果
の
評
価
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
第
一
項
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
に
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る
ほ
か
、
健
康
診
断
の
実
施
そ
の
他
労
働
者
の
健
康
の
保
持
を
図
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４
　
事
業
者
は
、
第
一
項
の
場
所
に
お
い
て
作
業
に
従
事
す
る
者
（
労
働
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
同
項
の
場
所
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
呼
吸
用
保
護
具
を
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
九
条
　
事
業
者
は
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
評
価
の
結
果
、
第
二
管
理
区
分
に
区
分
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
施
設
、
設
備
、
作
業
工
程
又
は
作
業
方
法
の
点
検
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
、
施
設
又
は
設

備
の
設
置
又
は
整
備
、
作
業
工
程
又
は
作
業
方
法
の
改
善
そ
の
他
作
業
環
境
を
改
善
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章
　
健
康
診
断

（
健
康
診
断
の
実
施
）

第
四
十
条
　
事
業
者
は
、
令
第
二
十
二
条
第
一
項
第
三
号
の
業
務
（
石
綿
等
の
取
扱
い
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
の
製
造
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
の
製
造
に
伴
い
石
綿
の
粉
じ
ん
を
発
散
す
る
場
所
に
お
け
る
業
務
に
限
る
。
）
に
常

時
従
事
す
る
労
働
者
に
対
し
、
雇
入
れ
又
は
当
該
業
務
へ
の
配
置
替
え
の
際
及
び
そ
の
後
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
業
務
の
経
歴
の
調
査

二
　
石
綿
に
よ
る
せ
き
、
た
ん
、
息
切
れ
、
胸
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
既
往
歴
の
有
無
の
検
査

三
　
せ
き
、
た
ん
、
息
切
れ
、
胸
痛
等
の
他
覚
症
状
又
は
自
覚
症
状
の
有
無
の
検
査

四
　
胸
部
の
エ
ッ
ク
ス
線
直
接
撮
影
に
よ
る
検
査

２
　
事
業
者
は
、
令
第
二
十
二
条
第
二
項
の
業
務
（
石
綿
等
の
製
造
又
は
取
扱
い
に
伴
い
石
綿
の
粉
じ
ん
を
発
散
す
る
場
所
に
お
け
る
業
務
に
限
る
。
）
に
常
時
従
事
さ
せ
た
こ
と
の
あ
る
労
働
者
で
、
現
に
使
用
し
て
い
る
も
の
に
対

し
、
六
月
以
内
ご
と
に
一
回
、
定
期
に
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
項
目
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
は
、
前
二
項
の
健
康
診
断
の
結
果
、
他
覚
症
状
が
認
め
ら
れ
る
者
、
自
覚
症
状
を
訴
え
る
者
そ
の
他
異
常
の
疑
い
が
あ
る
者
で
、
医
師
が
必
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
医
師
に
よ
る
健
康
診
断

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
作
業
条
件
の
調
査

二
　
胸
部
の
エ
ッ
ク
ス
線
直
接
撮
影
に
よ
る
検
査
の
結
果
、
異
常
な
陰
影
（
石
綿
肺
に
よ
る
線
維
増
殖
性
の
変
化
に
よ
る
も
の
を
除
く
。
）
が
あ
る
場
合
で
、
医
師
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
特
殊
な
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
に
よ
る
検

査
、

か
く
た
ん

喀
痰
の
細
胞
診
又
は
気
管
支
鏡
検
査

（
健
康
診
断
の
結
果
の
記
録
）

第
四
十
一
条
　
事
業
者
は
、
前
条
各
項
の
健
康
診
断
（
法
第
六
十
六
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
お
い
て
当
該
労
働
者
が
受
け
た
健
康
診
断
を
含
む
。
次
条
に
お
い
て
「
石
綿
健
康
診
断
」
と
い
う
。
）
の
結
果
に
基
づ
き
、
石
綿
健
康

診
断
個
人
票
（
様
式
第
二
号
）
を
作
成
し
、
こ
れ
を
当
該
労
働
者
が
当
該
事
業
場
に
お
い
て
常
時
当
該
業
務
に
従
事
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
四
十
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
健
康
診
断
の
結
果
に
つ
い
て
の
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
）

第
四
十
二
条
　
石
綿
健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ
く
法
第
六
十
六
条
の
四
の
規
定
に
よ
る
医
師
か
ら
の
意
見
聴
取
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
石
綿
健
康
診
断
が
行
わ
れ
た
日
（
法
第
六
十
六
条
第
五
項
た
だ
し
書
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
労
働
者
が
健
康
診
断
の
結
果
を
証
明
す
る
書
面
を
事
業
者
に
提
出
し
た
日
）
か
ら
三
月
以
内
に
行
う
こ
と
。

二
　
聴
取
し
た
医
師
の
意
見
を
石
綿
健
康
診
断
個
人
票
に
記
載
す
る
こ
と
。

２
　
事
業
者
は
、
医
師
か
ら
、
前
項
の
意
見
聴
取
を
行
う
上
で
必
要
と
な
る
労
働
者
の
業
務
に
関
す
る
情
報
を
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
健
康
診
断
の
結
果
の
通
知
）

第
四
十
二
条
の
二
　
事
業
者
は
、
第
四
十
条
各
項
の
健
康
診
断
を
受
け
た
労
働
者
に
対
し
、
遅
滞
な
く
、
当
該
健
康
診
断
の
結
果
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
健
康
診
断
結
果
報
告
）

第
四
十
三
条
　
事
業
者
は
、
第
四
十
条
各
項
の
健
康
診
断
（
定
期
の
も
の
に
限
る
。
）
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
石
綿
健
康
診
断
結
果
報
告
書
（
様
式
第
三
号
）
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
七
章
　
保
護
具

（
呼
吸
用
保
護
具
）

第
四
十
四
条
　
事
業
者
は
、
石
綿
等
を
取
り
扱
い
、
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
作
業
場
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
作
業
場
に
は
、
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
る
労
働
者
の
健
康
障
害
を
予
防
す

る
た
め
必
要
な
呼
吸
用
保
護
具
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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（
保
護
具
の
数
等
）

第
四
十
五
条
　
事
業
者
は
、
前
条
の
呼
吸
用
保
護
具
に
つ
い
て
は
、
同
時
に
就
業
す
る
労
働
者
の
人
数
と
同
数
以
上
を
備
え
、
常
時
有
効
か
つ
清
潔
に
保
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
保
護
具
等
の
管
理
）

第
四
十
六
条
　
事
業
者
は
、
第
十
条
第
二
項
、
第
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
三
十
五
条
の
二
第
二
項
、
第
三
十
八
条
第
三
項
、
第
四
十
四
条
並
び
に
第
四
十
八
条
第
六
号
（
第
四
十
八
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
規
定
す
る
保
護
具
等
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
他
の
衣
服
等
か
ら
隔
離
し
て
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
事
業
者
は
、
労
働
者
以
外
の
者
が
第
十
条
第
三
項
、
第
十
四
条
第
二
項
及
び
第
四
項
、
第
三
十
八
条
第
四
項
並
び
に
第
四
十
八
条
第
六
号
に
規
定
す
る
保
護
具
等
を
使
用
し
た
と
き
は
、
当
該
者
に
対
し
、
他
の
衣
服
等
か
ら
隔
離

し
て
保
管
す
る
必
要
が
あ
る
旨
を
周
知
さ
せ
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
保
護
具
等
を
使
用
し
た
者
（
労
働
者
を
除
く
。
）
に
対
し
他
の
衣
服
等
か
ら
隔
離
し
て
保
管
す
る
場
所
を
提
供
す
る
等
適
切
に
保
管
が
行
わ
れ
る
よ
う

必
要
な
配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
事
業
者
及
び
労
働
者
は
、
第
一
項
の
保
護
具
等
に
つ
い
て
、
付
着
し
た
物
を
除
去
し
た
後
で
な
け
れ
ば
作
業
場
外
に
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
廃
棄
の
た
め
、
容
器
等
に
梱
包
し
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４
　
事
業
者
は
、
第
二
項
の
保
護
具
等
を
使
用
し
た
者
（
労
働
者
を
除
く
。
）
に
対
し
、
当
該
保
護
具
等
で
あ
っ
て
、
廃
棄
の
た
め
容
器
等
に
梱
包
さ
れ
て
い
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
付
着
し
た
物
を
除
去
し
た
後
で
な
け
れ
ば
作
業
場

外
に
持
ち
出
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
周
知
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
章
　
製
造
等

（
石
綿
を
含
有
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
製
品
の
輸
入
時
の
措
置
）

第
四
十
六
条
の
二
　
石
綿
を
そ
の
重
量
の
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
含
有
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
製
品
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
（
当
該
製
品
を
販
売
の
用
に
供
し
、
又
は
営
業
上
使
用
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
製
品
の
輸
入
の
際
に
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
が
作
成
し
た
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
取
得
し
、
当
該
製
品
中
に
石
綿
が
そ
の
重
量
の
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
含
有

し
な
い
こ
と
を
当
該
書
面
に
よ
り
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
書
面
の
発
行
年
月
日
及
び
書
面
番
号
そ
の
他
の
当
該
書
面
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
情
報

二
　
製
品
の
名
称
及
び
型
式

三
　
分
析
に
係
る
試
料
を
採
取
し
た
製
品
の
ロ
ッ
ト
（
一
の
製
造
期
間
内
に
一
連
の
製
造
工
程
に
よ
り
均
質
性
を
有
す
る
よ
う
に
製
造
さ
れ
た
製
品
の
一
群
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
特
定
す
る
た
め
の

情
報
（
ロ
ッ
ト
を
構
成
し
な
い
製
品
で
あ
っ
て
、
製
造
年
月
日
及
び
製
造
番
号
が
あ
る
場
合
は
そ
の
製
造
年
月
日
及
び
製
造
番
号
）

四
　
分
析
の
日
時

五
　
分
析
の
方
法

六
　
分
析
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称

七
　
石
綿
の
検
出
の
有
無
及
び
検
出
さ
れ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
含
有
率

２
　
前
項
の
書
面
は
、
当
該
書
面
が
輸
入
し
よ
う
と
す
る
製
品
の
ロ
ッ
ト
（
ロ
ッ
ト
を
構
成
し
な
い
製
品
に
つ
い
て
は
、
輸
入
し
よ
う
と
す
る
製
品
）
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
面
及
び
同
項
第
六
号
の
分
析

を
実
施
し
た
者
が
同
項
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
の
写
し
が
添
付
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３
　
第
一
項
の
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
同
項
の
書
面
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
添
付
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
書
面
及
び
書
面
の
写
し
を
含
む
。
）
を
、
当
該
製
品
を
輸
入
し
た
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
令
第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
等
）

第
四
十
六
条
の
三
　
令
第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
令
第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
石
綿
又
は
こ
れ
ら
の
石
綿
を
そ
の
重
量
の
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
含
有
す
る
製
剤
そ
の
他
の
物
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
製
造
等
可
能
石
綿
等
」
と
い
う
。
）
を

製
造
し
、
輸
入
し
、
又
は
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
　
あ
ら
か
じ
め
労
働
基
準
監
督
署
長
に
届
け
出
ら
れ
た
も
の

二
　
製
造
等
可
能
石
綿
等
を
譲
渡
し
、
又
は
提
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
　
製
造
等
可
能
石
綿
等
の
粉
じ
ん
が
発
散
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
、
堅
固
な
容
器
が
使
用
さ
れ
、
又
は
確
実
な
包
装
が
さ
れ
た
も
の

２
　
前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
三
号
の
二
に
よ
る
届
書
を
、
製
造
等
可
能
石
綿
等
を
製
造
し
、
輸
入
し
、
又
は
使
用
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
製
造
等
の
禁
止
の
解
除
手
続
）

第
四
十
七
条
　
令
第
十
六
条
第
二
項
第
一
号
の
許
可
（
石
綿
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
四
号
に
よ
る
申
請
書
を
、
石
綿
等
を
製
造
し
、
又
は
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
当
該
石
綿
等
を
製
造
し
、
又
は
使
用
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由
し
て
当
該
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
、
石
綿
等
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
輸
入
す
る
石
綿
等
を

使
用
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由
し
て
当
該
場
所
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
労
働
局
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
都
道
府
県
労
働
局
長
は
、
令
第
十
六
条
第
二
項
第
一
号
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に
対
し
、
様
式
第
五
号
に
よ
る
許
可
証
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
石
綿
等
の
製
造
等
に
係
る
基
準
）

第
四
十
八
条
　
令
第
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
（
石
綿
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
石
綿
等
を
製
造
す
る
設
備
は
、
密
閉
式
の
構
造
の
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
密
閉
式
の
構
造
と
す
る
こ
と
が
作
業
の
性
質
上
著
し
く
困
難
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
ド
ラ
フ
ト
チ
ェ
ン
バ
ー
内
部
に
当
該
設
備
を
設
け
る
と

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

二
　
石
綿
等
を
製
造
す
る
設
備
を
設
置
す
る
場
所
の
床
は
、
水
洗
に
よ
っ
て
容
易
に
掃
除
で
き
る
構
造
の
も
の
と
す
る
こ
と
。

三
　
石
綿
等
を
製
造
し
、
又
は
使
用
す
る
者
は
、
当
該
石
綿
等
に
よ
る
健
康
障
害
の
予
防
に
つ
い
て
、
必
要
な
知
識
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。

四
　
石
綿
等
を
入
れ
る
容
器
に
つ
い
て
は
、
当
該
石
綿
等
の
粉
じ
ん
が
発
散
す
る
お
そ
れ
が
な
い
よ
う
に
堅
固
な
も
の
と
し
、
か
つ
、
当
該
容
器
の
見
や
す
い
箇
所
に
、
当
該
石
綿
等
が
入
っ
て
い
る
旨
を
表
示
す
る
こ
と
。

10



五
　
石
綿
等
の
保
管
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
場
所
を
定
め
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

六
　
石
綿
等
を
製
造
し
、
又
は
使
用
す
る
者
は
、
保
護
前
掛
及
び
保
護
手
袋
を
使
用
す
る
こ
と
。

七
　
石
綿
等
を
製
造
す
る
設
備
を
設
置
す
る
場
所
に
は
、
当
該
石
綿
等
の
製
造
作
業
中
関
係
者
以
外
の
者
が
立
ち
入
る
こ
と
を
禁
止
し
、
か
つ
、
そ
の
旨
を
見
や
す
い
箇
所
に
表
示
す
る
こ
と
。

（
製
造
の
許
可
）

第
四
十
八
条
の
二
　
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
許
可
は
、
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
プ
ラ
ン
ト
ご
と
に
行
う
も
の
と
す
る
。

（
許
可
手
続
）

第
四
十
八
条
の
三
　
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
様
式
第
五
号
の
二
に
よ
る
申
請
書
を
、
当
該
許
可
に
係
る
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
場
所
を
管
轄
す
る
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由
し
て
厚
生

労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
厚
生
労
働
大
臣
は
、
法
第
五
十
六
条
第
一
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
申
請
者
に
対
し
、
様
式
第
五
号
の
三
に
よ
る
許
可
証
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
許
可
証
」
と
い
う
。
）
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
こ
れ
を
滅
失
し
、
又
は
損
傷
し
た
と
き
は
、
様
式
第
五
号
の
四
に
よ
る
申
請
書
を
第
一
項
の
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
、
許
可
証
の
再
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

４
　
許
可
証
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
氏
名
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
）
を
変
更
し
た
と
き
は
、
様
式
第
五
号
の
四
に
よ
る
申
請
書
を
第
一
項
の
労
働
基
準
監
督
署
長
を
経
由
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
、
許
可
証
の
書
替

え
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
製
造
許
可
の
基
準
）

第
四
十
八
条
の
四
　
第
四
十
八
条
の
規
定
は
、
石
綿
分
析
用
試
料
等
の
製
造
に
関
す
る
法
第
五
十
六
条
第
二
項
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
八
条
第
三
号
及
び
第
六
号
中
「
製

造
し
、
又
は
使
用
す
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
製
造
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
八
章
の
二
　
石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

第
四
十
八
条
の
五
　
石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習
は
、
学
科
講
習
に
よ
っ
て
行
う
。

２
　
学
科
講
習
は
、
石
綿
に
係
る
次
の
科
目
に
つ
い
て
行
う
。

一
　
健
康
障
害
及
び
そ
の
予
防
措
置
に
関
す
る
知
識

二
　
作
業
環
境
の
改
善
方
法
に
関
す
る
知
識

三
　
保
護
具
に
関
す
る
知
識

四
　
関
係
法
令

３
　
安
衛
則
第
八
十
条
か
ら
第
八
十
二
条
の
二
ま
で
及
び
前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
。

第
九
章
　
報
告

（
石
綿
関
係
記
録
等
の
報
告
）

第
四
十
九
条
　
石
綿
等
を
取
り
扱
い
、
若
し
く
は
試
験
研
究
の
た
め
製
造
す
る
事
業
者
又
は
石
綿
分
析
用
試
料
等
を
製
造
す
る
事
業
者
は
、
事
業
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
石
綿
関
係
記
録
等
報
告
書
（
様
式
第
六
号
）
に
次
の

記
録
及
び
石
綿
健
康
診
断
個
人
票
又
は
こ
れ
ら
の
写
し
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
す
る
も
の
と
す
る
。

一
　
第
三
十
五
条
の
作
業
の
記
録

二
　
第
三
十
六
条
第
二
項
の
測
定
の
記
録

三
　
第
四
十
一
条
の
石
綿
健
康
診
断
個
人
票

（
石
綿
を
含
有
す
る
製
品
に
係
る
報
告
）

第
五
十
条
　
製
品
を
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
た
事
業
者
（
当
該
製
品
を
販
売
の
用
に
供
し
、
又
は
営
業
上
使
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
は
、
当
該
製
品
（
令
第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
り
、
法
第
五
十
五

条
た
だ
し
書
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
が
石
綿
を
そ
の
重
量
の
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
含
有
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
場
合
に
は
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
当
該
製
品
に
つ
い
て
譲
渡
又
は
提
供
を
し
て

い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
製
品
の
名
称
及
び
型
式

二
　
製
造
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称

三
　
製
造
し
、
又
は
輸
入
し
た
製
品
の
数
量

四
　
譲
渡
し
、
又
は
提
供
し
た
製
品
の
数
量
及
び
譲
渡
先
又
は
提
供
先

五
　
製
品
の
使
用
に
伴
う
健
康
障
害
の
発
生
及
び
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
行
う
措
置

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
解
体
等
の
作
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
建
築
物
又
は
工
作
物
の
解
体
等
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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（
石
綿
等
を
吹
き
付
け
る
作
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
附
則
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
特
定
化
学
物
質
等
障
害
予
防
規
則
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
三
十
九
号
。
以
下
「
旧
特
化
則
」
と
い
う
。
）
第
三
十
八
条
の
七
第
二
項
各
号
に
掲
げ

る
措
置
を
講
じ
て
同
項
に
規
定
す
る
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
て
い
る
事
業
者
は
、
第
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
作
業
に
係
る
設
備
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
事
業
者
が
そ
の
作
業
場
（
特
定
石
綿
等
に
係
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
旧
特
化
則
第
六
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
作
業
場
に
つ
い

て
は
、
第
十
二
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
認
定
に
係
る
旧
特
化
則
第
六
条
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
床
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
特
定
石
綿
等
を
常
時
、
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う
作
業
を
行
う
作
業
場
の
床
で
あ
っ
て
、
不
浸
透
性
の
材
料
で
造
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
九
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
処
分
等
の
効
力
の
引
継
ぎ
）

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
旧
特
化
則
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
は
、
こ
の
省
令
の
相
当
規
定
に
よ
り
さ
れ
た
処
分
、
手
続
そ
の
他
の
行
為
と
み
な
す
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
九
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
一
月
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
作
業
主
任
者
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
事
業
者
は
、
次
の
表
の
第
一
欄
に
掲
げ
る
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
表
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
作
業
に
つ
い
て
は
、
同
表
の
第
三
欄
に
掲
げ
る
講
習
を
修
了
し
た
者
を
、
同
表
の
第
四
欄
に
掲
げ
る
作
業
主
任
者
と
し
て
選
任
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

適
用
除
外
す
る
規
定

作
業
の
区
分

資
格
を
有
す
る
者

名
称

新
安
衛
則
第
三
百
五
十
九
条
及
び
別
表
第
一

労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政

令
第
三
百
十
八
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。
）

第
六
条
第
九
号
に
掲
げ
る
作
業

労
働
安
全
衛
生
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
規
定
に

よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
別
表
第
十
八
第
五
号
に
掲
げ
る
地

山
の
掘
削
作
業
主
任
者
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者

地
山
の
掘
削
作
業
主

任
者

新
安
衛
則
第
三
百
七
十
四
条
及
び
別
表
第
一

令
第
六
条
第
十
号
に
掲
げ
る
作
業

旧
法
別
表
第
十
八
第
六
号
に
掲
げ
る
土
止
め
支
保
工
作
業
主
任
者
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者

土
止
め
支
保
工
作
業
主

任
者

新
安
衛
則
別
表
第
一
及
び
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

特
定
化
学
物
質
障
害
予
防
規
則
第
二
十
七
条

令
第
六
条
第
十
八
号
に
掲
げ
る
作
業

旧
法
別
表
第
十
八
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
特
定
化
学
物
質
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者
特
定
化
学
物
質
作
業
主

任
者

新
安
衛
則
別
表
第
一
及
び
第
十
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
四

ア
ル
キ
ル
鉛
中
毒
予
防
規
則
第
十
四
条

令
第
六
条
第
二
十
号
に
掲
げ
る
作
業

旧
法
別
表
第
十
八
第
二
十
四
号
に
掲
げ
る
四
ア
ル
キ
ル
鉛
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者
四
ア
ル
キ
ル
鉛
等
作
業

主
任
者

新
安
衛
則
別
表
第
一
及
び
第
十
九
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

石
綿
障
害
予
防
規
則
第
十
九
条

令
第
六
条
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
作
業

旧
法
別
表
第
十
八
第
二
十
二
号
に
掲
げ
る
特
定
化
学
物
質
等
作
業
主
任
者
技
能
講
習
を
修
了
し
た
者
石
綿
作
業
主
任
者

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
十
三
条
　
施
行
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
八
月
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
四
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
の
日
（
平
成
十
八
年
九
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
現
に
行
わ
れ
て
い
る
作
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
石
綿
障
害
予
防
規
則
（
以
下
「
旧
石
綿
則
」
と
い
う
。
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
石
綿
等
の
封
じ
込
め
又
は
囲
い
込
み
の
作
業
（
囲
い
込

み
の
作
業
に
あ
っ
て
は
、
旧
石
綿
則
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
石
綿
障
害
予
防
規
則
（
以
下
「
新
石
綿
則
」
と
い
う
。
）
第
四
条
、
第
六
条

及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
旧
石
綿
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
石
綿
等
の
囲
い
込
み
の
作
業
（
旧
石
綿
則
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
を
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
石
綿
則
第
四

条
、
第
七
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
経
過
措
置
対
象
物
（
石
綿
を
含
有
す
る
製
剤
そ
の
他
の
物
で
そ
の
含
有
す
る
石
綿
の
重
量
が
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に

係
る
作
業
に
つ
い
て
は
、
新
石
綿
則
第
四
条
、
第
六
条
、
第
七
条
、
第
十
二
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
、
第
二
十
七
条
第
一
項
、
第
三
十
一
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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（
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
新
石
綿
則
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
（
同
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
作
業
に
あ
っ
て
は
、
経
過
措
置
対
象
物
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日
前
に
開
始
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
同
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
適
用
除
外
製
品
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
以
下
「
改
正
政
令
」
と
い
う
。
）
附
則
第
三
条
に
規
定
す
る
適
用
除
外
製
品
等
に
つ
い
て
は
、
旧
石
綿
則
第
十
五
条
、
第
二
十
八
条
、
第
二
十
九
条
、
第
三
十
一
条
、
第

三
十
三
条
か
ら
第
三
十
五
条
ま
で
、
第
四
十
条
第
一
項
及
び
第
四
十
四
条
並
び
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
別
表
第
七
の
二
十
五
の
項
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

旧
石
綿
則
第
三
十
五
条
中
「
三
十
年
間
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
労
働
者
が
当
該
事
業
場
に
お
い
て
常
時
当
該
作
業
に
従
事
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
四
十
年
間
」
と
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当
様
式
に

よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
七
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
八
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
し
た
行
為
及
び
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
一
月
一
二
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
二
月
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
石
綿
障
害
予
防
規
則
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
令
第
二
十
一
号
）
第
三
条
の
改
正
規
定
（
同
条
に
一
項
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。
）
並
び
に
第
四
条
、
第
八
条
及
び
第
十
三
条
の
改
正
規
定
　
平
成
二
十
一
年
七
月

一
日

二
　
第
二
条
の
規
定
　
公
布
の
日

（
現
に
行
わ
れ
て
い
る
作
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
石
綿
障
害
予
防
規
則
（
以
下
「
旧
石
綿
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
二
号
に
掲
げ
る
作
業
に
つ
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
石
綿

障
害
予
防
規
則
第
六
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
旧
石
綿
則
第
六
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
し
た
行
為
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
一
月
一
四
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
相
当
様
式

に
よ
る
申
請
書
等
と
み
な
す
。

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
申
請
書
等
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
三
年
七
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
三
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
改
正
後
の
石
綿
障
害
予
防
規
則
第
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
（
船
舶
（
鋼
製
の
船
舶
に
限
る
。
）
に
係
る
も
の
で
あ
っ
て
、
同
令
第
二
条
に
規
定
す
る
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
著
し
く
発
散
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
に
限

る
。
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
開
始
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
三
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
〇
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
現
に
行
わ
れ
て
い
る
作
業
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
石
綿
障
害
予
防
規
則
（
以
下
「
旧
石
綿
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
に
つ
い
て
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
石
綿
障
害
予
防

規
則
（
以
下
「
新
石
綿
則
」
と
い
う
。
）
第
六
条
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
条
第
二
項
第
三
号
中
「
前
室
、
洗
身
室
及
び
更
衣
室
を
設
置
す
る
こ
と
。
こ
れ
ら
の
室
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
石
綿
等
の
除
去
等
を
行

う
作
業
場
所
か
ら
労
働
者
が
退
出
す
る
と
き
に
、
前
室
、
洗
身
室
及
び
更
衣
室
を
こ
れ
ら
の
順
に
通
過
す
る
よ
う
に
互
い
に
連
接
さ
せ
る
こ
と
」
と
あ
る
の
は
「
前
室
を
設
置
す
る
こ
と
」
と
し
、
第
五
号
中
「
初
め
て
」
と
あ
る
の

は
「
こ
の
省
令
の
施
行
後
初
め
て
」
と
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
新
石
綿
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
等
の
封
じ
込
め
又
は
囲
い
込
み
の
作
業
（
囲
い
込
み
の
作
業
に
あ
っ
て
は
、
新
石
綿
則
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に

掲
げ
る
作
業
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
は
、
新
石
綿
則
第
四
条
、
第
六
条
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
行
わ
れ
て
い
る
新
石
綿
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
等
の
囲
い
込
み
の
作
業
（
新
石
綿
則
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
を
伴
う
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て

は
、
新
石
綿
則
第
四
条
、
第
七
条
、
第
十
三
条
及
び
第
二
十
七
条
第
一
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
新
石
綿
則
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
等
の
封
じ
込
め
又
は
囲
い
込
み
の
作
業
（
囲
い
込
み
の
作
業
に
あ
っ
て
は
、
新
石
綿
則
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
作
業
を
伴
う
も
の
に
限
る
。
）
で

あ
っ
て
、
平
成
二
十
六
年
七
月
一
日
前
に
開
始
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
石
綿
則
第
五
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
一
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
六
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
二
九
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
九
号
）

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
〇
年
四
月
六
日
厚
生
労
働
省
令
第
五
九
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
石
綿
障
害
予
防
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
石
綿
則
」
と
い
う
。
）
様
式
第
四
号
に
よ
る
申
請
書
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
石
綿
障
害
予

防
規
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
申
請
書
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
存
す
る
旧
石
綿
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
申
請
書
の
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
必
要
な
改
定
を
し
た
上
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の
と

み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
七
月
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
三
四
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
一
条
中
石
綿
障
害
予
防
規
則
第
六
条
の
二
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
第
二
項
及
び
第
六
条
の
規
定
　
令
和
二
年
十
月
一
日

二
　
第
一
条
中
石
綿
障
害
予
防
規
則
第
四
条
の
二
の
改
正
規
定
、
同
令
第
五
条
の
改
正
規
定
（
「
様
式
第
一
号
」
を
「
様
式
第
一
号
の
二
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
令
様
式
第
一
号
を
様
式
第
一
号
の
二
と
し
、
附
則
の
次

に
一
様
式
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
五
条
の
規
定
　
令
和
四
年
四
月
一
日

三
　
第
二
条
及
び
第
六
条
の
規
定
　
令
和
五
年
十
月
一
日

（
事
前
調
査
及
び
そ
の
結
果
等
の
報
告
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
石
綿
障
害
予
防
規
則
（
以
下
「
新
石
綿
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
の
解
体
等
の
作
業
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
開
始
さ
れ
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
石
綿
障
害
予
防
規
則
（
以
下
「
旧
石
綿
則
」
と
い
う
。
）
第
三
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２
　
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
石
綿
障
害
予
防
規
則
第
三
条
第
一
項
の
解
体
等
の
作
業
で
あ
っ
て
、
前
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
開
始
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
石
綿
障

害
予
防
規
則
第
三
条
第
四
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
第
九
号
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。
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３
　
新
石
綿
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
石
綿
使
用
建
築
物
等
解
体
等
作
業
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
石
綿
則
第
三
十
五
条
の
二
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

４
　
新
石
綿
則
第
四
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
工
事
で
あ
っ
て
、
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
附
則
第
五
条
に
お
い
て
「
第
二
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
開
始
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
石
綿
則
第
四
条
の

二
の
規
定
は
適
用
し
な
い
。

（
除
去
等
の
作
業
に
係
る
措
置
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
新
石
綿
則
第
六
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
の
作
業
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
旧
石
綿
則
第
六
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２
　
新
石
綿
則
第
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
石
綿
含
有
成
形
品
の
除
去
の
作
業
で
あ
っ
て
、
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
開
始
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
石
綿
則
第
六
条
の
二
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、

旧
石
綿
則
第
十
三
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

３
　
新
石
綿
則
第
六
条
の
三
の
作
業
（
新
石
綿
則
第
五
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る
石
綿
含
有
仕
上
げ
塗
材
の
う
ち
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
な
い
も
の
の
除
去
の
作
業
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
新
石
綿
則
第
六
条
の
三
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
旧
石
綿
則
第
十
三
条
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

４
　
新
石
綿
則
第
十
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
作
業
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
旧
石
綿
則
第
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す

る
。

（
届
出
に
関
す
る
経
過
措
置
等
）

第
四
条
　
新
石
綿
則
第
五
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
に
掲
げ
る
作
業
又
は
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
新
安
衛
則
」
と
い
う
。
）
第
九
十
条
第
五
号
の
二
若
し

く
は
第
五
号
の
三
に
掲
げ
る
仕
事
で
あ
っ
て
、
施
行
日
前
に
開
始
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
新
石
綿
則
第
五
条
第
一
項
及
び
新
安
衛
則
第
九
十
条
の
規
定
は
適
用
せ
ず
、
旧
石
綿
則
第
五
条
第
一
項
及
び
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
前
の
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
九
十
条
第
五
号
の
二
の
規
定
は
、
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２
　
新
安
衛
則
第
九
十
条
第
五
号
の
二
又
は
第
五
号
の
三
に
掲
げ
る
仕
事
で
あ
っ
て
、
施
行
日
後
に
開
始
さ
れ
る
も
の
に
係
る
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
八
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
計
画
の
届

出
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
前
に
お
い
て
も
、
同
項
及
び
労
働
安
全
衛
生
規
則
第
九
十
一
条
第
二
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
第
二
号
施
行
日
に
お
い
て
現
に
提
出
さ
れ
て
い
る
旧
石
綿
則
様
式
第
一
号
に
よ
る
建
築
物
解
体
等
作
業
届
は
、
新
石
綿
則
様
式
第
一
号
の
二
に
よ
る
建
築
物
解
体
等
作
業
届
と
み
な
す
。

２
　
第
二
号
施
行
日
に
お
い
て
現
に
あ
る
旧
石
綿
則
様
式
第
一
号
に
よ
る
届
出
書
の
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
六
条
　
こ
の
省
令
（
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
規
定
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
施
行
前
に
し
た
行
為
並
び
に
附
則
第
二
条
第
一
項
、
第
三
条
及
び
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の

効
力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
こ
の
省
令
の
施
行
後
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
八
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
五
四
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
省
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
さ
れ
て
い
る
報
告
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
の
規
定
に
よ
る
報
告

と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
省
令
に
定
め
る
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
二
月
二
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
五
月
一
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
六
号
）

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
三
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
石
綿
障
害
予
防
規
則
目
次
の
改
正
規
定
、
同
令
第
四
十
九
条
及
び
第
五
十
条
の
改
正
規
定
並
び
に
次
条
の
規
定
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
石
綿
を
含
有
す
る
製
品
に
係
る
報
告
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
石
綿
障
害
予
防
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
石
綿
則
」
と
い
う
。
）
第
五
十
条
に
規
定
す
る
事
業
者
は
、
前
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
、
製
造
し
、
又
は
輸
入

し
た
製
品
（
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
三
百
十
八
号
）
第
十
六
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
九
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
り
、
労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
五
条
た
だ
し
書
の
要
件
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
が

石
綿
を
そ
の
重
量
の
〇
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
含
有
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
新
石
綿
則
第
五
十
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
旨
が
公
知
の
事
実
で
あ
る
と
き
を
除
き
、
遅
滞
な
く
、
同
条
各
号
に
掲
げ

る
事
項
（
当
該
製
品
に
つ
い
て
譲
渡
又
は
提
供
を
し
て
い
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
条
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
報
告
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
新
石
綿
則
第
五
十
条
及
び
前
項
の
規
定
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
労
働
安
全
衛
生
法
第
五
十
五
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
な
い
物
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

一
　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
八
年
政
令
第
二
百
五
十
七
号
）
附
則
第
二
条
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二
　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
二
百
八
十
一
号
）
附
則
第
二
条

三
　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
年
政
令
第
三
百
四
十
九
号
）
附
則
第
五
条

四
　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
二
百
九
十
五
号
）
附
則
第
二
条

五
　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
三
年
政
令
第
四
号
）
附
則
第
五
条

六
　
労
働
安
全
衛
生
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
十
三
号
）
附
則
第
二
条
第
一
項

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
様
式
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
一
月
一
三
日
厚
生
労
働
省
令
第
三
号
　
抄
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
四
月
一
五
日
厚
生
労
働
省
令
第
八
二
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
五
月
三
一
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
略

二
　
第
三
条
、
第
五
条
、
第
七
条
、
第
九
条
、
第
十
一
条
、
第
十
三
条
及
び
第
十
五
条
の
規
定
　
令
和
六
年
四
月
一
日

（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条
　
附
則
第
一
条
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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様
式
第
１
号
（
第
４
条
の
２
関
係
）
（
表
面
）
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様
式
第
１
号
（
第
４
条
の
２
関
係
）
（
裏
面
）

 

18



様
式
第
１
号
の
２
（
第
５
条
関
係
）

様式第1号の2(第5条関係) 

建 築 物 解 体 等 作 業 届 

事業場の名称   作業場の所在地   

仕 事 の 範 囲   

作 業 に 係 る

部 材 の 種 類 
  

発 注 者 名   
工 事 請 負

金 額 
円 

仕 事 の 開 始

予 定 年 月 日 
年   月   日 

仕事の終了

予定年月日 
年  月  日 

主たる事務所

の 所 在 地 電話         

使 用 予 定

労 働 者 数 
人 

関係請負人の予

定数 
人 

関係請負人の使用

する労働者の予定

数の合計 

人 

作 業 主 任 者

の 氏 名 
  

石 綿 ば く 露

防止のための

措 置 の 概 要 

  

      年  月  日 

事業者職氏名          

  労働基準監督署長 殿 

 備考 

  1 「使用予定労働者数」の欄は、届出事業者が直接雇用する労働者数を記入すること。 

  2 「関係請負人の使用する労働者の予定数の合計」の欄は、延数で記入すること。 

  3 「石綿ばく露防止のための措置の概要」の欄は、工事に当たって行う石綿のばく露

防止対策を講ずる措置の内容について、簡潔に記入すること。 
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様
式
第
２
号
（
第
４
１
条
関
係
）
（
表
面
）

様式第2号(第41条関係)(表面) 

石 綿 健 康 診 断 個 人 票 

氏

名 

  
生年月日 年 月 日 雇入年月日 年 月 日 

性 別 男・女   

業 務 名         

健 康 診 断 の 時 期 

(雇入れ・配置替え・定期) 
        

第

一

次

健

康

診

断 

健 診 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 

既 往 歴         

検
診
又
は
検
査
の
項
目 

          

          

          

          

          

医 師 の 診 断 及 び

第二次健康診断の要否 
        

健康診断を実施した

医 師 の 氏 名 
        

備 考         

第

二

次

健

康

診

断 

健 診 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 年 月 日 

作 業 条 件         

検
診
又
は
検
査
の
項
目 

          

          

          

          

          

医 師 の 診 断         

健康診断を実施した

医 師 の 氏 名 
        

備 考         

医 師 の 意 見         

意見を述べた医師の氏名         
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様
式
第
２
号
（
第
４
１
条
関
係
）
（
裏
面
）

様式第2号(第41条関係)(裏面) 

業 務 の 経 歴 

現

在

の

勤

務

先

に

来

る

前 

業 務 等 期 間 年 数 

現

在

の

勤

務

先

に

来

て

か

ら 

業 務 名 期 間 年 数 

事業場名 

業務名 

 

年 月から 

年 月まで 

年 月   

 

年 月から 

年 月まで 

年 月 

事業場名 

業務名 

 

年 月から 

年 月まで 

年 月   

 

年 月から 

年 月まで 

年 月 

事業場名 

業務名 

 

年 月から 

年 月まで 

年 月   

 

年 月から 

年 月まで 

年 月 

事業場名 

業務名 

 

年 月から 

年 月まで 

年 月   

 

年 月から 

年 月まで 

年 月 

事業場名 

業務名 

 

年 月から 

年 月まで 

年 月   

 

年 月から 

年 月まで 

年 月 

業務に従事した期間の合計 年 月   

 

年 月から 

年 月まで 

年 月 

備考 

 1 第一次健康診断及び第二次健康診断の「検診又は検査の項目」の欄は、業務ごとに定

められた項目についての検診又は検査をした結果を記載すること。 

 2 「医師の診断」の欄は、異常なし、要精密検査、要治療等の医師の診断を記入するこ

と。 

 3 「医師の意見」の欄は、健康診断の結果、異常の所見があると診断された場合に、就

業上の措置について医師の意見を記入すること。 
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様
式
第
３
号
（
第
４
３
条
関
係
）
（
表
面
）

様式第3号(第43条関係)(表面) 

 

 石綿健康診断結果報告書  

  

 

標準字体 

 

 

折
り
曲
げ
る
場
合
は
、

の
所
を
谷
に
折
り
曲
げ
る
こ
と
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

労 働 保

険 番 号 
 

在籍労

働者数 
人   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

事 業 場

の 名 称 

  事 業 の

種 類 

  

事業場の

所 在 地 

郵便番号(       ) 

 

 

電話     (   )         

  

対象年 

7：平成 

9：令和 

→  

( 月～ 月分)(報告 回目) 健診年月日 

7：平成 

9：令和 

→  

健康診断実施

機関の名称 

  

第二次健康診断 年   月   日 

健康診断実施

機関の所在地 

  

石綿業務の種別 

 

 

 項 目 

石綿

業務コード  

石綿

業務コード  

石綿

業務コード  

具体的業務内容 具体的業務内容 具体的業務内容 

従 事 労 働 者 数 

人 人 人 

受 診 労 働 者 数 

人 人 人 

 上記のうち第二次健康診断

を要するとされた者の数 
人  人  人  

第二次健康診断受診者数 人  人  人  

上記のうち有所見者数 

人 人 人 

 疾 病 に か か っ て い る

と 診 断 さ れ た 者 の 数 
人 人 人 

 
  

ページ   総ページ 

 

  
産

業

医 

 

 氏 名 

所属機関の名称

及 び 所 在 地 
  

 

       年 月 日 

                事業者職氏名                           受 付 印 

       労働基準監督署長殿 
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様
式
第
３
号
（
第
４
３
条
関
係
）
（
裏
面
）

様式第3号(第43条関係)(裏面) 

  備 考 

  1 □□□で表示された枠(以下「記入枠」という。)に記入する文字は、光学的文字読

取装置(OCR)で直接読み取りを行うので、この用紙は汚したり、穴をあけたり、必要

以上に折り曲げたりしないこと。 

  2 記載すべき事項のない欄又は記入枠は、空欄のままとすること。 

  3 記入枠の部分は、必ず黒のボールペンを使用し、様式右上に記載された「標準字体」

にならって、枠からはみ出さないように大きめのアラビア数字で明瞭に記載するこ

と。 

  4 「対象年」の欄は、報告対象とした健康診断の実施年を記入すること。 

  5 1年を通し順次健診を実施して、一定期間をまとめて報告する場合は、「対象年」の

欄の( 月～ 月分)にその期間を記入すること。また、この場合の健診年月日は報告

日に最も近い健診年月日を記入すること。 

  6 「対象年」の欄の(報告 回目)は、当該年の何回目の報告かを記入すること。 

  7 「事業の種類」の欄は、日本標準産業分類の中分類によって記入すること。 

  8 「健康診断実施機関の名称」及び「健康診断実施機関の所在地」の欄は、健康診断

を実施した機関が2以上あるときは、その各々について記入すること。 

  9 「在籍労働者数」、「従事労働者数」及び「受診労働者数」の欄は、健康診断年月日

現在の人数を記入すること。なお、この場合、「在籍労働者数」は常時使用する労働

者数を、「従事労働者数」は別表に掲げる石綿業務に常時従事する労働者数をそれぞ

れ記入すること。 

  10 「石綿業務の種別」の欄は、別表を参照して、該当コードを全て記入し、( )内

には具体的業務内容を記載すること。なお、該当コードを記入枠に記入しきれない場

合には、報告書を複数枚使用し、2枚目以降の報告書については、該当コード及び具

体的業務内容のほか「労働保険番号」、「健診年月日」及び「事業場の名称」の欄を記

入すること。 

 

別 表 

コード 石 綿 業 務 の 内 容 

01 
 アモサイト(これをその重量の0.1％を超えて含有する製剤その他の物を含

む。)を製造し、又は取り扱う業務 

02 
 クロシドライト(これをその重量の0.1％を超えて含有する製剤その他の物を

含む。)を製造し、又は取り扱う業務 

10 
 石綿(アモサイト及びクロシドライトを除く。)(これをその重量の0.1％を超

えて含有する製剤その他の物を含む。)を製造し、又は取り扱う業務 

20 

 石綿(これをその重量の0.1％を超えて含有する製剤その他の物を含む。)の製

造又は取り扱いに伴い石綿の粉じんを発散する場所における業務(コード01、02

及び10に掲げる業務を除く。) 
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様
式
第
３
号
の
２
（
第
４
６
条
の
３
関
係
）

様式第3号の2(第46条の3関係) 

石 綿 分 析 用 試 料 等 

製 造 

輸 入 

使 用 

届 

 

製造、輸入又は

使用する石綿等の

用 途 及 び 数 量 

  

製造、輸入又は

使 用 す る 期 間 
  

製造、輸入又は

使用する事業場等

の名称及び所在地 電話  (   )      

製造、輸入又は

使用する事業場等

の代表者の職氏名 

  

参 考 事 項   

    年  月  日 

届出者                   

      労働基準監督署長 殿 

備考 

 1 表題中「製造」、「輸入」及び「使用」のうち該当しない文字は抹消すること。 

 2 「製造、輸入又は使用する石綿等の用途及び数量」の欄のうち、用途は次の区分で記

入し、数量は用途別に記入すること。 

  (1) 石綿の分析のための試料の用に供される石綿等 

  (2) 石綿の使用状況の調査に関する知識又は技能の習得のための教育の用に供され

る石綿等 

  (3) (1)又は(2)の原料又は材料として使用される石綿等 

 3 「製造、輸入又は使用する期間」の欄は、製造又は使用にあっては製造又は使用する

期間の始期及び終期を、輸入にあっては輸入する年月を、それぞれ用途別に記入するこ

と。 

 4 「参考事項」の欄には、石綿等の保管場所、保管方法及び管理責任者並びに石綿等を

製造する場合にあっては当該石綿等の譲渡又は提供の予定及び譲渡又は提供の相手方、

石綿等を輸入する場合にあっては輸入事務を代行する機関名及びその所在地並びに当

該石綿等に係る船(取)卸港名、積載船(機)名及び船荷証券番号又は石綿等を使用する場

合にあっては当該石綿等の入手方法を記入すること。 

 5 製造し、輸入し、又は使用する事業場等の所在地を管轄する労働基準監督署長に提出

すること。 
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様
式
第
４
号
（
第
４
７
条
関
係
）

様式第4号(第47条関係) 

石 綿 等 

製 造 

輸 入 

使 用 

許 可 申 請 書 

 

石 綿 等 の 名 称   

目 的   

製造若しくは使用の期間又は

輸 入 年 月 日 

  製造   年   月 ～   年   月 

  使用   年   月 ～   年   月 

  輸入   年   月 

石 綿 等 の 数 量 g  

製 造 又 は 使 用 の 概 要   

従 事 労 働 者 数 製造     名 使用     名 

製

造

設

備

等 

概

要 

建

家

の 

床 面 積 m2  

構 造   

製 造 設 備 の 概 要 
  (密閉式の構造、ドラフトチェンバーの内部に設置) 

  別添図面のとおり 

使 用 設 備 の 概 要   別添図面のとおり 

保

管 

石綿等を入れる容器の概要   

石綿等を保管する場所   

保

護

具 
保 護 前 掛 の

種 類 別 個 数 
  

保 護 手 袋 の

種 類 別 個 数 
  

そ の 他 の 保 護 具 の

種 類 別 個 数 
  

試 験 研 究 機 関 の 名 称   

試 験 研 究 機 関 の 所 在 地   

試験研究機関の代表者職氏名   

参 考 事 項   

    年  月  日 

住 所                      

氏 名                      

    労働局長 殿 
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備考 

 1 表題中「製造」、「輸入」及び「使用」のうち該当しない文字は、抹消すること。 

 2 「建家の概要」の欄は、石綿等を製造し、又は使用する作業場所について記入するこ

と。 

 3 「構造」の欄は、鉄筋コンクリート造り、木造等の別を記入すること。 

 4 「製造設備の概要」の欄は、該当するものに○を付すること。また、主要な製造設備

ごとの密閉状況及び配管の接続部を示す図面又はドラフトチェンバーの構造を示す図

面を添付すること。なお、製造設備をドラフトチェンバーの内部に設置する場合には、

局所排気装置摘要書(労働安全衛生規則様式第25号)又はプッシュプル型換気装置摘要

書(労働安全衛生規則様式第26号)を添付すること。 

 5 「石綿等を入れる容器の概要」の欄は、容器の材質及びその容量について記入するこ

と。 

 6 「保護前掛の種類別個数」及び「保護手袋の種類別個数」の欄は、当該保護具の材質

及びその個数を記入すること。 

 7 「その他の保護具の種類別個数」の欄は、防じんマスク等の種類別にその個数を記入

すること。 

 8 「参考事項」の欄は、定期の健康診断の実施予定月及び実施機関名並びに石綿等を輸

入する場合にあっては、輸入事務を代行する機関名及びその所在地並びに当該石綿等に

係る船(取)卸港名、積載船(機)名及び船荷証券番号を記入すること。 

 9 住所は、届出をしようとする者が法人である場合にあっては、主たる事務所の所在地

を記入すること。 

 10 氏名は、届出をしようとする者が法人である場合にあっては、名称及び代表者の氏

名を記入すること。 

 11 許可申請書は、製造し、又は使用する試験研究機関の所在地を管轄する労働基準監

督署長を経由して提出すること。 
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様
式
第
５
号
（
第
４
７
条
関
係
）

様式第5号(第47条関係) 

  製造等許可番号第  号 

石綿等 

製造 

輸入 

使用 

許可証 

 

石 綿 等 の 名 称   

申 請 者 の 住 所   

申 請 者 の 氏 名   

試験研究機関の

名称及び所在地 

名 称   

所 在 地   

 

 労働安全衛生法施行令第16条第2項第1号の規定により、申請のあった上記物質の 

製造 

輸入 

使用 

を許可する。 

     年  月  日 

労働局長        印  
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様
式
第
５
号
の
２
（
第
４
８
条
の
３
関
係
）

様式第5号の2(第48条の3関係) 

石綿分析用試料等製造許可申請書 

石 綿 等 の 用 途   

製 造 の 期 間 年  月 ～    年  月 

従 事 労 働 者 数 名  

生

産

計

画

等 

石 綿 等 の 生 産 計 画 

年間を通して生産 

特定時期(   月)に生

産 

生産予定量 (   ／月) 

石綿等の最大生産能力 (   ／月) 

製

造

設

備

等 

概

要 

建

家

の 

床 面 積 m2  

構 造   

製 造 設 備 の 概 要 
 (密閉式の構造、ドラフトチェンバーの内部に設置) 

  別添図面のとおり 

保

管 

石綿等を入れる容器の概要   

石綿等を保管する場所   

保

護

具 

保 護 前 掛 の

種 類 別 個 数 
  

保 護 手 袋 の

種 類 別 個 数 
  

そ の 他 の 保 護 具 の

種 類 別 個 数 
  

製 造 を 行 う 事 業 場 等

の 名 称 及 び 所 在 地 
  

製 造 を 行 う 事 業 場 等

の 代 表 者 職 氏 名 
  

参 考 事 項   

    年  月  日 

  

収 入

印 紙
 

住 所                     

氏 名                     

   厚生労働大臣 殿 
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備考 

 1 「石綿等の用途」の欄は、次の区分で記入すること。  

  (1) 石綿の分析のための試料の用に供される石綿等  

  (2) 石綿の使用状況の調査に関する知識又は技能の習得のための教育の用に供され

る石綿等 

  (3) (1)又は(2)の原料又は材料として使用される石綿等 

 2 「建家の概要」の欄は、石綿等を製造する作業場所について記入すること。 

 3 「構造」の欄は、鉄筋コンクリート造り、木造等の別を記入すること。 

 4 「製造設備の概要」の欄は、該当するものに○を付すること。また、プラント並びに

主要な製造設備ごとの密閉状況及び配管の接続部を示す図面又はドラフトチェンバー

の構造を示す図面を添付すること。なお、製造設備をドラフトチェンバーの内部に設置

する場合には、局所排気装置摘要書(労働安全衛生規則様式第25号)又はプッシュプル型

換気装置摘要書(労働安全衛生規則様式第26号)を添付すること。 

 5 「石綿等を入れる容器の概要」の欄は、容器の材質及びその容量について記入するこ

と。 

 6 「保護前掛の種類別個数」及び「保護手袋の種類別個数」の欄は、当該保護具の材質

及びその個数を記入すること。 

 7 「その他の保護具の種類別個数」の欄は、防じんマスク等の種類別にその個数を記入

すること。 

 8 「参考事項」の欄は、定期の健康診断の実施予定月及び実施機関名を記入すること。 

 9 住所は、届出をしようとする者が法人である場合にあっては、主たる事務所の所在地

を記入すること。 

 10 氏名は、届出をしようとする者が法人である場合にあっては、名称及び代表者の氏

名を記入すること。 

 11 許可申請書は、製造を行う事業場等の所在地を管轄する労働基準監督署長を経由し

て提出すること。 

 12 収入印紙は、申請者において消印しないこと。 
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様
式
第
５
号
の
３
（
第
４
８
条
の
３
関
係
）

様式第5号の3(第48条の3関係) 

    製造許可番号 第   号 

 

石 綿 分 析 用 試 料 等 製 造 許 可 証 

 

申 請 者 の 住 所 
  

申 請 者 の 氏 名 
  

製造を行う事業場等の所在地 
  

製造を行う事業場等の名称 
  

 

 労働安全衛生法第56条第1項の規定により、申請のあった石綿分析用試料等の製造(申請に係るプラントにおける製造に限る。)を許可する。 

 

   年   月   日 

 

厚生労働大臣                  印  
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様
式
第
５
号
の
４
（
第
４
８
条
の
３
関
係
）

様式第5号の4(第48条の3関係) 

石綿分析用試料等製造許可証 
再交付 

書 替 
申請書 

 

製造許可番号及び許可年月日 
  

製造を行う事業場等の所在地

及 び 名 称 

  

再交付又は書替えの理由 
  

 

    年   月   日 

住所                      

 

氏名                      

  厚生労働大臣 殿 

 

備考 

 1 住所は、申請者が法人である場合にあっては、主たる事務所の所在地を記入すること。 

 2 氏名は、申請者が法人である場合にあっては、名称及び代表者の氏名を記入すること。 

 3 申請書は、製造を行う事業場等の所在地を管轄する労働基準監督署長を経由して提出

すること。 
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様
式
第
６
号
（
第
４
９
条
関
係
）

様式第6号(第49条関係) 

石綿関係記録等報告書 

事 業 の 種 類   

事 業 場 の 名 称   

事 業 場 の 所 在 地 電話         

     年  月  日 

事業者              

     労働基準監督署長 殿 

備考 

 1 「事業の種類」の欄は日本標準産業分類の中分類により記入すること。 

 2 この報告書に記載しきれない事項については別紙に記載して添付すること。 
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